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天体スライドの自作と活用

盛岡市立松園小学校 阿 部

1 はじめに

小学校の月・星の学習では、観察の場が教師の手からはなれた家庭で、児童ひとりの手で観察す

ることになるので、観察方法がわからなかったり、興味関心がうすかったりで観察して来ないこと

が多いいかりに観察方法がわかって興味関心があったとしても、暗い広大な宇宙を相手に児童ひ

とりの手によって観察することはむずかしいことである。その原因としては地域的条件、季節的条

件、観察器具、天候など数多くの間;返点が存在するからである。

それらの問題点解決の方法として、天体スライドを学習で活用することが最も効果的な方法であ

ると考えるo今さらのべるまでもなく、スライドの映像は動かないので時間的な侃約を受けずに学

習できるし、肱大して現実に近い像を再現することができるので、星座の広がりや色、明るさなど

もつかむことができる。けれども市販のスライドは、プラネタリウムやイラストを撮影したものが

多いので迫力にかけ、明るさや色など鮮明ではない。その点自作のスライドは前者の欠点を補い、

地域の風物を入れて織影すればより以上の効果が期待できる。

活用の方法としては、導入・展開・まとめそれぞれの場面で興味を持たせたり観察結果を確認し

たり、推論させたり、その検証をしたりいろいろな利用方法が考えられる。私がこれまでに行った

スライドの作成方法や、利用方法を挙げて先輩諸氏のご指導を得たい。

2 天体スライドの作り方

け〉撮影に必要なもの

カメラ(一眼レフ・二限レフ〉 レンズC5 0 llIIIl標準レンズ・ 28 mm 広角レンズなど〉

レリーズ(ストッパーっき〉 フィルム(カラーリパーザル・カラーネガ〉

三脚(できるだけ大きくしっかり回定できるもの〉 秒針っき時計 懐中電燈

メモ用具 星座早見盤

来ほかに長時間露出によって星をたくさん写したいときは赤道儀式望遠鏡一式

(2)星野スライドの撮影

① 静止撮影での露出時間

星座の形を知るためには、星を点像に写さなければならない。静止撮影によって星を点像に写
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すための露出時間は、レンズの焦点距離によョて違うが、ここでは 50 IIIDI標準レンズと 28 mm 

広角レンズについてのぺる。なお露出時間が同じでも雨あがりの澄んだ空と、晴天続きのEんよ

りした空とでは写る星の数や明るさなどが違う。したがって次にあげる露出時間とその前後各一

枚写してその中からよいものをえらぷとよい。

静止撮影での露出時間

北天〈北斗。カがヤ)I天頂(白鳥。こと)I南天〈オリオ γ。さそり〉
6 0秒

3 0秒

秒
一
ゆ

4 0秒

2 0秒

③ 静止撮影の方法

カメラを三脚に固定し、シャッタ一目盛りを B(パルプ〉にあわせ、焦点は∞(無限大〉にし

て、しぼりは開放または半しぼりにしぼって目あての星座に向けファインダーをのぞM て構図を

決める。次にレリーズでシャッターを切り時聞が経過したらストッパーをはずしシャッターを閉

じる。なお構図を決めるときは目印になる建造物、電柱、山、木などを画面の下の方か左右に入

れて撮影する。

③ 対象となる星座

o50nnn標準レンズの対象

図1. a、オリオン座 b、北斗七星 e 、白鳥座琴座

• 
• 0 

-. 

e 、さそり座 f、いて座 g、カシオベヤ座

. . 
. . 
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h、カシオベヤ座



o 2 8 mm広角レンズの対象

図2. i、冬の大三角形 j 、夏の大三角形 k、北極星と北斗七星 1、北極星とカ対吋ヤ

• 4 

.. 
. 

⑥ ガイド録影の方法 ※(赤道儀式望遠鏡がある場合〉

星は日周運動でたえず動いているので、カメラを望遠鏡にとりつけ、目印になるガイド星を望

遠鏡で追いかけながら写す方法をガイド撮影という。

ガイドをしやすくするためにアイピース(接眼レYズ〉に目じるしとなる十字線を張り十字の

中心からガイド星がずれないように赤経徴動を手で操作し追いかけるo このガイド顕影では赤道

儀の極軸を正しく天の北極の方向にむけなければならない。

(3)日周スライドの撮影

① 星の日周スライドの撮影

星の日周スライドの録影は星野スライドの撮影のときと全く向じにセットし、長時間露出をす

る方法である。この撮影では構図の決め方と、レ γズのくもりについて注意をしなければならな

い。構図の決め方は長時間a書出すると光跡も長くなるので終合て見たら画面からはずれていたと

いうことのないように、あらかじめ画面.の左側の方に入れる。春から秋にかけての撮影は夜露で

レンズがくもるのでカイロをレ Yズに結びつけて防がなければならない。寒さのきびしい冬季は

比較的レ γズがくもらないので天体スライド撮影の好機である。

露出時聞は目的によって 10分、 80分、 l時間と決め、 1時間以内であればしぽりは開放で

よい。 2時間を越える場合は思いきってF5.6または F8にしぼるとよい。またレ Yズフードを

つけてまわりの光にカブラないようにする。

図3. m北斗七星10分 n北斗七星却分 。カシオベ710分 pカシオベア10分

、
¥寸

J 

/ 

也、."， 

---
"， 

qオリオン座60分 r 北穏星中心の北大60分

/

/

 

ノ
ノ・ノ
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③ 月の日周スライドの撮影

月の日周場影は星の日周撮影と同じであるが、昼よりも明るいのでF(.までしぽり 1時間の日

周を撮影する。西に沈むところは月令8か月令 4。東から昇るところは月令 20を過ぎてからが

よい。 1時間をこえるときはF5. 6かF8までしぼる。

図4. s、月の出日周 1時間 t、月の入り日周 1時間

③ 月の日周多重露出の撮影

。キャップで多重露出する方法。

この録影は誰でもできる簡単な方法で、キャップをしたままレリーズでシャッターを聞き、 5

分または 10分間隔でキャップをすばやく取ってふたをするo 露出は 1秒以内がよい。三脚、カ

メラを動かないように国定させることがョツである。

。レPーズでシャッターを切る方法

この撮影方法はキャップ取りはずし方法と遭って月面を比較的鮮明にとらえることができる。

まずフィルムをまき上げたあと、まきもどしノプをしっかりまいてセロテープでとめておく、 5

分または 10分間隔でまきあげレパーを極限まで動かし(からまき〉てシャッターを切る。露出

については自動測光できるカメラは、カメラ自身で決めてくれる。自動測光できないカメラは表

2によってしぽりと露出を決めて撮影する。

表2.

図5. u、月の出多重器出 v、月の入り多重器出

同ーーー

③ 太陽の日周運動撮影

、
d ~.1 
もaa-

(月の高度によって大気の減光民

違うので補正する。 ノ

月の日周禄影と同じ方法であるがフィルターをイ買って減光しなければならない。フィルターは特

に購入の必要はない。りパーサルフィルムを現像して真黒な部分をスライドわくに二枚重ねてと

りつけてカメラのレンズにセロテープで明定し、しぼりを最少にして撮影する。多重器出の場合

は 1/15程度。

-(.-

“，~ .. 



(4)その他注意事項

ーフィルムはスライドにはりパーサルを使用するが、ネガカラーで撮影してよく写uているものだ

けスライドコピーする方法もある。ネガカラーの場合プリ γ トもできるしスライドにコピーするこ

とができるので一石二鳥であるが、コピーしたときの色調がやや劣る。

リバーサルの現像は長まきで依頼してデータとあわせながらフィルムをコマごとに切ってわくに

ひと
はめこむ。スライドーコマは穴 8コ分である。フィルムの前後の黒い部分は保存しておいて太陽観

察のときの遮光プレートに利用するo

観察野帳を用意して撮影データをメそしておきスライドわくに記入しておく

図 6. I 1卿 8.7 22 h 50 m ao s I 0日付と時刻、 m 年8月 7日 2 2時 50分a0秒を
いて座 露出却 s

ミノルタSPT

50 mm F 1， 7 

3 スライドの活用

( 1 )星野スライドの活用

1978. 8. 7 2 2 h 5 0 m 3 0 sと略号を使って記入

。カメラ、レンズ、 F数

嫌影に使用したカメラ、 レンズの焦点距離、 F数などを簡

単に記入するo

。ガイドしたときは手動、モータードライブの別を記入する。

① 指導要領では「星には明るさや色の違うものがあること」を理解させることになっており、

星を相互に比べて明るさや色に遠いのあることをわからせ、それらは星を見わける特徴であるこ

とをとらえさせることになっている。星の明るさに違いのあることは、夕方空に見えるー昏星・

二番星の例からわかるが、色の違いがあることを見分けるには夜空の昼の観察ではむずかしい。

たとえば、星の学習を二学期に行うとすると、色の違いを見分ける星は、さそり座のア Yタレス

の赤っぽい星と、こと座のヴェガの白っぽい星を観察させることになるが、児童の目にはかすか

に違うという程度であって鮮明にとらえることはできない。観察のあとで図 1のc琴座と eさそ

り座を投影してみると、赤っぽい、白っぽいだけでなく、だいだい、黄、青などの色があること

がわかる。三学期に星の学宵をすれば図1.の aオリオ γ座ガイド 20分のスライド投影によって

ベテルギウスのだいだい、リゲルの白、 M42の赤な E児童はしらずしらずのうちに魅せられ、

望遠鏡を買ってほしいとか、二階をあげて観察の部屋を作ってくれと親にせがむなど興味を持つ

ようになる。

③ 「星の集まりは時間がたつと位置及ぴ向きは変わるが並び方は変わらないこと」を理解させ

ることになっているが、星の集まりについての星座名などは具体的には示されていない。けれど

もこれまで学習してきた北天の北斗七星、カシオベヤ座、小熊座、南天ではさそり座、南の魚座
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太陽の通り道近くではオリオν座、わし座など使われてよいのではないだろうか。星座をおぼえ

させるのは主たる目的ではないが、星の並ぴ方をとらえさせるとき、星座の並ぴ方をとらえさせ

ることが必要である。星座の昼の並ぴ方は図1.の a-gの星野スライドを投影して見せる。たと

えば図 1のb北斗七星を 2mの大きさに投影して4.3mはなれたところから観察して実際の広が

りや並び方を印象づけさせる。そして方位と高さを教えてやれば家庭でも一人で観察することが

できるし、観察してくる児童が多くなると同時に正しい観察データが得られる。

(2)日周スライドの活用

① 「太陽の通り道近くに見える星は、太陽と同じような動きをするJことの学習では、東の空、

太陽の通り道近く、西の空の星の動きを観察し、それぞれの空の星の動きから、東の空から昇る

昼は、南の空の高いところを通り、西の空に沈む、つまり太陽と向じよ歩な動きをすることが推

論できる.これに使用される星座は、図3.qオリオ γ座で 60分露出の東天、南天、西天のそれ

ぞれ 1時間の日周を投影して確かめると功果的である.

② 「北極星のまわりの星は、北極星を中心にして回っているように見えること」の学習では、

北天の日周 1時間図3.rを投影し、北極星の近くの星の動きは小さく、はなれるにしたがって大

き〈動くことがわかるし、 1時間の星の動きは 15であることも測定することができる。また

図3.m北斗七星 10分を北極星中心にして左右上下4枚を投影し、北極星を中心にして回ってい

ることが理解できる。この時の構図には地上の対象物を入れることが必要である。対象物がない

と動いていることの証明にはならない。

③ 「月や太陽はたえず動いていて東の方から出て南の空を通り西の空にしずむこと」の学習で

は、それぞれの観客の結果から動きを理解できる。太陽の観客よりも月の観客は比較的むずかし

いので観察して来ない子が多い。他人の観客発表だけでなく、日周スライドを見せることによっ

て興味と関心が一層深まり動きを確認することができる。
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和賞岳にみられた媒質構造土

岩手大学農学部 吉 田 稔 ・金 子 和己

和賀岳(標高 1.440m)は奥羽山脈に属し、岩手 ・秩聞の県民ーをなす山の一つである。われわれ

はこの山頂付近で、署長の規則的な配列一様質例造土の存在を認め、 1976年に調査を行った。調笠結果

は別に報告した*が、寒冷気候下の興味ある天然現象- 1税の).'<1氷河現後ーであるのでその慨要を紹

介したい。*東北地理30- 1 ( 1978 ) 

1 概要

この付近には、モッコ岳(1. 2 7 8 m )・和賀岳(1. .~ 4 0 m )・小杉山(1. 2 2 1) m )・薬師

岳(1. 2 18m )と続 く一連の主稜線があ り、県境をなすと 向H寺に太平洋と日本海の分水mをな し
ている。表階地質 Ij:第三系の安山岩 ・流紋岩 ・緑色凝灰岩などよりなり、第四系火山灰の被畿を受

けている。

僚質椛造土があったのは、和賞岳頂上から南に岩手側に(111ぴる支稜上の、山頂から約 700m隔っ

た尾絞 (際日 1.320ー1.340 m )である。尾似上には、狭いがほぼ平坦な而があり、このilll分は強い

風当た りのために樹木は立たず、 ワイ化 した低木やコケ類を含む草原となり、 また一部は撚地化し

ている。尾綴頂部の狭い平m商および緩斜而の両側は急斜而 をな して深い沢にyfrちる。
写真 1は、 清l賀岳山頂側から見た尾板の全

長である。車普賢締造土はJ~線上に散在するも拠

地の部分に発達している。

2 際質構造土の形態と周辺の直生

事長質鱗造土には条線砂校(写.{2 )と.!Jt状

砂際 (写真 3)の両方が見られた。条線砂E告

は、頂部西側の緩斜面に洛達 しており、15-

20cm間隔に径 5c国内外の新鮮な1主j撲 と、 径 2cm以下の同様の向際および風化ゐ;が、傾斜プj向に向か

つて平行に配列している。

環状砂E告は、 頂部平坦而の--ifflに見られ、 大きな般の作る ffiは直径4・O cm内外であ り 、 ~の内側に

は小さな礁がつまっている。 これらの構造土は2築地のすべてに溌達しているのではなく、 西側緩斜

面には条線砂礁が慨 して 良 く ~述するが、 頂部平坦 iñiでは 2 、 8 の場所で現状砂験が発i主するのみ
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で、構造土の港連は貫弱である。

尾線上の植生は、風合前面に当たる頂部および西{)!IJ では、 樹 ~'b 1 5 cm程度の ミネヤナギ・ミネカエ

デ ・コケモモなどのホフ ク状低木を中心とし、草丈 20 cm，f!il度のイネ科1;.:本やヒメイチゲなどを混

じえる。また厚さ 7- 8 cmのコケ績に綾われている部分も所どころに分布する。そ してこれらのI::J

に柏・生を欠いた線地が存在し、そこに構造土が見られた。また、棟地に隣接するコケ原のコケの府

が強風によりめくれ上り、線地化が進行しつつある部分もあった。

一方、風下に当たる東側では、ハイマツ ・シャクナゲ・ナナカマドなどの木本およびササ類に彼

われ、裸地も初造土も存在しない。

3 成因について

条線砂磯の存在する地点で表簡の礁をとり

除いてみた。それを写真 4に示したが、大き

な礁の作る線の間は小磯および紺l粒物質がも

り上ったようになっている。そして表面の磯

府の下位にある土援は、襟 (>2咽)にすこ

ぶる富むが、礁を除いた細土部分は微粒質の

火山灰風化物からなっており、かなり粘土質

で、土性は糧嬢土に相当した。

調11土が火山灰起源の微粒質であることは、

土撲の保水力が大きいことおよび土壌水の毛符上昇が大きいことを意味しており、冬期に凍上が手干

しいはずである。突際にも、的造土のある地点は 5月上旬には土問が浮上していて、歩くと靴が 5

-lOcmもぐ り込み、冬期に強い凍上があったことを示した。

以上のような鱗造土の形態は、日本アルプスや大雪山地で観察され報告されたものと向ーであり、
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寒冷気候下においておこる毎年のはげしい凍結とその融解の繰返しによって生成した一種の周氷河現

象と考えられる。

岩手県下においても、岩塊流や、累積性火山灰層中に見られる層の乱れや、またはある種の緩斜面

の存在などの、数万年前の寒冷期の名残りの化石周氷河現象が各地で認められている。一方、ここに

紹介した際質構造土は、強風のために積雪が少なく土壊が激しく凍結するという地形的条件と、細土

が火山灰質で凍上が著しいという土壌条件に支えられた現戒の周氷河現象であると考えられる。

礁質構造土は、すでに日本アルプス、大雪山などに存在が報告されているきわめて輿味ある天然現

象である。岩手県下での報告例を筆者は知らないが、和賀岳のものは価値ある一例であろう。

1. 日時

2. 内容

3. 案内

「夏の宮守野外巡検 J報告 行事係

昭和53年 8月6日(日) 8月 7日(日〉 高校地学部会

宮守超塩基性岩、五輪峠コートランド岩、達曽部の日詰一気仙沼構造線機川目

接触変成岩の変成鉱物相。本号の吉田裕生の解説も参照。

藤原郁夫〈岡山小)吉田裕生(水沢高〉片田正人(岩手大)各新人講師

朝日時宮守駅集合、自家用車10台余分乗。昼食田瀬湖畔の「たんせ」。夕食、逮曽部伊

八慢。北上山地の大構造と岩体区分の問題提起を片田先生からうけて、伊八屋宿主である

高橋錯夫先生〈達曽部中〉の参加を得て熱心な討議と懇親が行われた。

来年も是非、夏休み中に巡検を行うこととした。

4. 参加者 片田・井上・多国・平野〈以上岩手大〉都鳥(黒南高〉佐島(胆沢高〉

加藤(大野ー中〉佐膿(一戸高〉山陰〈紫波高)青柳(遠野教委〉

多国(遠中〉奥田(遠北小〉桝田(措四)狩野(文化課〉斉藤(嬬四〉

星(花泉高〉原子内〈大船渡高)吉川I(遠高〉綾田(宮二中〉

中前田(藤沢高)照井(岩女〉川上(博物館〉

-9-



地学教育の目標と高校地学の現状
一地学教育懇談会記事一

6月21日岩手県高等学校理科部会地学部会と岩手県地学教育研究会の共催で表記の題目について懇

談会が行なわれた。会場は岩手県教育セYターであった。

岩手大学教官および高校教員が多数参加して行なわれた本懇談会は、まず井上雅夫(岩手大〉が地

学教育の歴史を概括し、ついで討議に入9 た。なお司会は菊地喜雄(盛岡二高〉である。

守 地学教育の歴史の概括(井上雅夫〉

地学の独立性を他の理科の教師・学校に認めさせるー香の決め手になるものは何か。これに答え

るには地学というものが何故に独立してきたか、何を主張してきたかの歴史を追かけて見る必要が

ある。

地学廃止論というのは古くからあった。昭和21-22年に「地学」という科目が登場してからしぼ

らくして昭和27年頃にすでに「地学Jはなくともよいとの発言がでできている。その時に先輩達が
2) 

何を主張したかが大事であろう。「地学Jが登場してくるのは 19錦年からである(図 1) 0 r地学

時代」というのは、地学全盛の時代というのではなく「地学Jという科目が始めて登場したという

ことである。それ以前は「物象時代」で戦中~戦後の時代であり現在の地学の内容が物象という形

の中で扱われた時代であるのさらに以前は「博物」という科目の中で「地学Jの項目が教えられてい

た時代がこれに当る。物象時代の下に空白時代と記入してあるが、何故この時代を地学の空白時代

というかというと「地学」というものが物象という科目の中に取扱われてはいたが物象の先生がそ

こまで手を伸すことはむずかしく、殆ど高等学校(旧楓〉の学生は理科の中で地球関係の学聞を聞

かなかった時代と考えられるためである。

「博物jではどうかというとそれよりは多少ましであったといわれる。というのは「博物J r物
理J f化学Jが必修で行われていた時代があり、現在の「生物J r地学」がこの博物の中で教えられ

ていた。

しかし、現在われわれの知る地学という独立科目ではなかったのであり、それが戦後独立したの

にはそれなりの理由があったであろう。

「われわれが豊かな社会生活を営むためには、われわれの国土、この地球、この自然がどのよう

なものであり、どのようなつらなりをもっているか、すなわちわれわれの療境としての自然がどの

ようなものであるか。ある程度の理解をもちそれに対する科学的考察、処理する能力をもち、工夫、

創意する能力をもたなければならない。そこで生徒達には彼等が住んでいる自然界に対してその経

験の中からこれを理解し、創造する能力を得させよう」一一一一一これが理白書であるo
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この文章はよく考えてみると今だに主張として通ることだと思う。この時に地学を一つの独立した

教科にするために努力した人達は藤本治義~小林貞一先生とかでこの人達の努力で地学が新しい科目

として登場したという歴史的いきさつがある。

学術娠興会の中に設けられた小委員会が地学という科目が誕生するに当って力があったといわれる。

ともかくも昭和21年から地学教育の雑誌「地球の科学Jも発刊された。監修が加藤武夫・山根新次、

編集小林貴一・藤本治畿 で大学で相当の経験をもった人がこの雑誌を出すきっかけをつくったとも

いえるが、この雑誌が受けつがれて昭和28年に「地学」と改題される。

この「地学Jという雑誌は現在の「地学教育」の前身である。

「地学Jの15号(昭27年〉にのっている藤本治義の論文1)はもうすでに地学に対する・干瀞があること

を述べている。履修者数をみても「地学Jの不人気は明らかである。

昭和22年から始まった地学という科目の履修人員IL28年には川700~で物化生地の割合が生物 70
%、化学60%、物理30%、地学10%ときわめて低かった。

翌29年には 165，400名、 30年には 155，000名となりさらに減少する傾向であったが昭和31年になる

と約 68，630名と急減を見る。それ以降は32年 68，600名と備這となるo :n年度に大きく減った理由は

やはり教育課程の改訂があったためであろう。

昭和30年代頃の理科というのは 4本立の柱のー科目だけ 5単位で履修するようになっていたので

理科のなかから 1科目を選ぶのにあえて.r地学」だけを履修する学生が少なかったという事もある

だろうし、 「地学」という科目そのもののイメージがはっきりつかめていなかった事も関係してい

ると思う。しかし、一番大きな危機がおとずれた昭和30年代にスブートニクショックで「地学」は多

少すくわれた感があったといわれている.その頃に地学を廃止しようという動きも強くあ念。

昭和34年に全国高校長協会などの地学廃止論(1月高校長協会会報〉に対し20の関係学会、研究会名

で「高校における地学教育の振興について刀窓見詩」かでているo

この時に「地学」は何を主聾したか。これは現在でも生きている考えといってよいであろう。

「物理」と「化学」というのは一つの対時されるもので一つのグループとして見る事ができるが「地

学」と「生物Jも一つのグループで、こちらの方は自然界を扱うものであり、自然界の無生物は地学

におまかせ下さいというのが主張であったo

現在でも時々でてくるのがこの理論である。この他にもっといい主張があるかどうかはともかく、

昭和30年代に出たこの地学必要論というのが今でもかなり参考になる事だろうと思う。

昭和38年からに新しい課程で、わずか 2単位ではあったが、地学必修の時代が始まる。

地学履修生徒数を見てみると地学の履修者数は何年 7万人、槌年、約 912，000名となり m倍以上と

なった。この時期は理科教育セ Yターの設立の時期にもあたる。地学が必修になったというのは喜ぶ

べき事であったかも知れない。

しかし 2単位?でしかも高校 1年での履修という事が正常な形であったかどうかは今は問わない。
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ところが現在の岩手県の高校の履修状況を見る£あまりこの時代とかわりなくて同じ状態の傾向が

みられるから状態としては履修学年、単位数なんかはあまり変っていない気がするo
6】

地学の履修者数は必修地学時代にいかに多いかを、高校理科の教科書の採択数でみてみる。

昭和初年物理、化学は rAJ rBJの時代だが必修「地学J8伯，1図。ところが理科 4科目が In

の時代になると48年「地学IJ 特4，317.と竿分に減。てしまった。生物は仰年 1，137，261、 48年 1，048，256

とほとんど変りない。この傾向から考えて67年度の改訂で地学履修者数が果してどうなるかが最も頭

をなやます問題であるが、地学関係者の戸では減るだろうという予想がかなりある。その減ってしま

うのをどうしたらくい止める事ができるだろうか。それは内容で勝負するしかないというのが多くの

人達の意見である。そこで他の科目に比べて地学が何を主張するのかというと、問題をあらためて充

分考えてみる必要があるo そのなかで総合性ということがー昏大事な事だといわれる先生が増えてい

る。

たとえば、気象のある部分例えば露点というところを教えるとすれば物理で教えたってかまわない

し、いろいろなものの測定技術は物理の中にほうり込んでかまわないであろう。しかし、そこには何

か地学と遭ったところがある。露点を一つの地学現象としてとらえるのは物理のような分析というよ

うに厳密に細かく分けて行くやり方よりは総合的に考えていくところに地学のよさがあるのではない

か。物理のようにかみくだいてしまうとか細かくしてしまうのとはちがったものがあるのだという事

が地学の独自性という主張となる。

また、システムというものこそ、地学だけしか扱い得ないものという主張もある。しかしどれを見

ても決め手となる事が書いていない。しかしながら多くの先生方が首をつき合せて熱心にとり組んで
_ 7) 

いるわけで、例えば昭和48年の「地学教育Jの・高校地学カリキュラム'で色々な例を上げてあるが

これからの地学は具体的なカリキュラム案をもとに独自性を主張していくしかないのではないか。

でも明らかに教が減るだろうと予想されるのをくい止めるにはどうしたらよいかが現実の課題とな

ってきつつある。

高校の 2、8年で4科目を股修させる形になってくると下手をするとほとんど生徒がこなくなると

とも予想される。r.地学Jに生徒をくるようにさせるには「理科IJの履修こそいい機会で、ここで

「地学」がおもしろいというような餌付けを十分にさせていくことが 1つのポイ γトでないか、と云

っている先生がいる。

働度上のはっきりした予想がつくから、 ここで地学の履修者をどれだけひっぱってくるかとい

う事が、この「理科1Jにかかってくる事が間違いないことであろう。もう一つは大学の方で入試科

目に地掌を入れるかどうかが問題だろうと思う。

「地学」というものが共通一次はともかく二次試験に「物Jr化」が必修ないし選択などの形とな

るなど「地学Jを入試の科目から外してしまうと影響がでてくる。

最近の「地学」はずいぶん礎ってきているわけで私達が学習した時代は昭和30年代であり、いろい

-12ー



ろな学問の地質学、鉱物学、気象学、海洋学、.天文学の寄せ集め的なものであったが、最近は指導要領

が改訂される度毎にどんどん変ってきている。 ある一時期に地球の下層部と上層部に分けたまとめ

の時代もあったが、現在は更に大きく分けている。それにのっとったカリキュラム案も検討されてき

ている。

こういう事が高校で問題になると同時に大学の教員養成も考えを改める必要がでる部分もあろう。

気象学、地質学、天文学という形の大学の科目で教え込まれた学生が総合化された高校地学というも

のに見方をすぐかえられるかが問題になるo総合的な科目を大学でやるには、大学の先生が新しい勉強

をしなおさねばならないところもありむずかしい事かも知れない。でも私自身は地学のおもしろさと

いうものを十分わからせて地学肢修者をふやす事がこれからは中心の謀題になってくることでないか

と思う。 rおもしろい地学」であるためにはどんなカリキュラムを組んだらよいか、どんなカリキュ

ラムが適当であるかが研究材料でないかと思う。

質問 昭和38年度の必修 2単位「地学」が実施される答申は何年前か、その背景は

井上 必修 2単位が生まれた背景は多様化していく高校生(人数、進路〉に対応して万遍なく色々

な知識を持たせる意図で理科 4科を実施するが単位数は減ずるとする方向からとくに地学が 2

単位となったと考える。話しの中で誤解される点があったかも知れないが必修になったのは必

ずしも地学の声が強いので必修になったのではなく理科全体を万遍なくやらせるが地学に 5単

位はやれないとの事で 2単位必修になったとも見られること。

地学がなくなる事はないと思う。しかし現実問題として地学のj雌修者がなくならなくするに

は行政上の問題なのか。それとも生徒に人気のある科目にする事にあるのか一一一

質問 岩大入試に理科 2科目選択(教育学部と他〉があることがjJ!在の向校地学の縦修状況を悪化

させない原悶ともなっていろかu 主た卦l:f.の請しの中で自'H付けの話があったが、 2年次の選択

のとき自由選恨の似度が学校の中にあれば成立する理論であるが現突には入.Wこ関連して学校と

してカリキュラムが決まっておればできない。旺文社では傾向と対策の中にいち早く「地学」

は消えてしまっている。結局相乗作用で消える傾向が増加していくと思うが。
8) 

井上 庵談会¥. r地学教育J)の中にいろいろおもしろい考えがある。まとまりはないのだがある先

生は地学は何故必要かという事より物理は何故必要かの問胞が先にされるべきだと主張してい

る先生がおられたが、よく考芳て見ると「物J r化Jが基礎にあっての今までの議論であるが

どうも基礎にあるのが「地学」の方でないだろうかとの発言の先生もある。物理教育、化学教

育の中で地学教育はできないが地学教育の中で物理教育、化学教育は可能であるとする議論は

ある。そうなると総合理科の中で「地学」の行き方を見つける形になると思うし、地学が独自

の領域をもっとの主張は多少変わってこよう。

コメント家庭科、農業科で基礎理科を尉修させた経緯があるがその中で地学の分野について家庭科も
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農業科も地学的な事が必要なんだという気がするし生徒連もその気になったのだが一方実業科

の先生方はあまり賛成しない、という事もあって止めてしまったo生徒達が求めるもの 実際

に役立つ科学と先生方が考えているものの聞にずれがあると思われる。

2 討議

桝田 県下の高校(普通科〉での地学履修状況は標準8単位を 2時間で履修しているところが大多数

というのが現状である。(当日は昭和5(1年度県内高校の地学履修状況を示す表が配布された〉

司会 地学教育の目標をどう考え、それをどのような実践で進めているか、お話しいただきたい。

橘 履修状況で 1年において(2 )と(8 )があるがどういう事か。

桝団 地学の標準が 8時間という事なのだが学校によってこれを 2時間で実施していることを示す。

したがってあとの 1時間分は他の科目で満されているという事になる。市内の高校だが昨年ま

で 8時間でやっていたのが急に 2時間にけずられてしまった経締があり人員(定員〉の問題が

あっての止めだがどこでも同じような事情によると思われる。

吉丸 選択という事であっても最終的にカリキュラムが学校内で決まるのは結局は人員配置によるo

例えばその年度にカリキ£ラムJ時組まれようとするとき担当教師が居れば地学は必ずある。ま

た2単位、 8単位の問題だが他教科のからみというよりはやはり人員という感じがでてくる。

例えば盛一、盛二の 2単位というのはもし 3にすれば地学担当者が 2人居なければならないこ

で、現実には地学を担当する教師が 2人という学授は少ない、ので、結果的には止むを得ないと

いう事になる。今度(57年度以降〉の新しいカリキュラムでも教員が十分におれば意外に選択

教が多く残るのでないか。地学そのものの興味によってという事よりも機械的な数によって現

状にならざるを得ないと思われる。表で選択だけを見れば8年次で選択させ・る学校数は沢山あ

るわけだが、もし担当者が 1人だけの学校なら 8年生の選択にまわれない。現在の高校の定員

数は理科何名という形でなく生徒数に対する教員配置であるo

靖 生徒数がおらないから定員が少く配置されるのか。人員(教員〉が少ないから選択の生徒数

が少ないのか。

吉丸 生徒数に対する定員である。例えば800名であるとすると教員が40名、この中で閏語が何名

数学が何名というようにその中でまかせられるが、理科だけ多くとるという事は出来ない。

したがって理科なら理科の適正規模というのにしぼられてくる。彼に理科 6名が適正だとする

とその中で割振っていく。その時地学なら 2名おれば十分カリキュラムが編成できる。

橘 結局は地学の先生が不足している事か。

音丸 そうだ。

橘 教員の絶対数をふやすにはどうしたらよいか。
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音丸 われわれが地学の教員でいるものの、例えば転勤したとするとそのあとに地学以外の教員が

きた場合、わるくすると無くなってしまう事もあり得るo若し転勤先の学校で地学がなかった

場合、健活させるという事にもなる。

佐藤係。 もう一つは佼長が地学の教員をほしいと思わせるようにしなければならない。 例えば盛三で

私がいなくなったとしても学校で別に図るわけではない。何故なら進学のためには地学で受け

る生徒がそんなに多くない。だから多く受ける科目の教員をとった方が学校にとって有利なわ

けであるo そういう意味で大学入試ともからみ合いがある。

e 総数はわからないが岩手県内の地学の採用数は少ないのでないか。

f はっきりしないが普通高校で60何%ぐらいか。

橘 地学を採用する採用しないという事は校長の考えなのか教育委員会の意向なのかu

原子内 プりントを見て感激している事がある。地学をやっていない学校があるわけだがよくぞここ

まで地学が残って、実施されてきたという事について、それは岩大入試で教育学部で理科 2科

目選択できるという背景があるからでないか。岩大が理科 2科目選択を頑張って堅持してきた

事がこれだけの定着を見ているのでないか。もし岩大が 2科目指定を解いたら今日の採用は半

分以下であったと思われる。大学側として共通一次に向け改善を計っていく上で現状の 2科目

選択を堅持してもらいたい。

昨年度高校教員の(新採用〉研修が水沢であったが理科 5--6名の新採用者の中に地学担当

者がいなかった。実際は地学の教員がほしいはずなのに現実には地学担当者の採用数が非常に

少ないのが現状なようである。

先ほどの話しにでたが実際問題として尚校では理科の人数が不足で校長はどの科目の先生を

とる(採用〉かという問題がある。そこでわれわれは地学という教科が是非必要だと認識させ

るような行動が必要でないか。地学tま農業政策と同じで減単が先行し 8単位のものをどうせ進

学には関係ないのだから 2単位でもよいんだとする考え方を改めさせるようにしていかねばな

らない。

橘 地学の教員がおれば必ず地学が関詰できるというのに対し、一方地学の教員がおりながら地

学をやっていない学校があるというのはどういう事か。

桝田 特別な場合を除いて地学の教j.がいて地学をやっていない学校は少ない。

音丸 共通一次が二科目選択になったわけだが全問の教育系の大学の中で、理科系を専攻しない生

徒にかおわらず 2科目選択を守ってきた岩大の10年来の方向というのが今回の教育学部系統を含

めて非常に良い方向にあったが、だがここ 2.3年定着し始めた状況が県外の流入で圧迫される

懸念がある。今まで理科2科目のため入学がよかったのだが 2次試験に際しては新たな対策を

考えてほしい。いわゆる県内の生徒が入れるような他県の流入を防げるような方法が必要でな

いか。共通 1次の場合レベルの点で心配があり 2次については岩大の先生方に考えてほしい点
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である。

原子内 57年度以降の新しい偽度になると今まで地学を担当して・、る者はおそらく理科 Iの半分、 2

時間分を持っと思うが、だとすると選択の地学が設けられなくなる恐れがある。今までの 2単

位の地学は理科Iの中では具体的には生物・地学の分野を担当し、あとの先生が「物」円白の

分の 2時間を担当する事になると思う。さらに次年度での選択地学を受けるようにするために

は教員 1人では不足する事になる。ぎりぎり 6学級の学校なら可能だろうが 6学級を超す学校

だと地学は設けられなくなるだろう。

また地学の先生が物・化を教える例はあるが、他の先生が地学をやる事はあまり例がない。

もし選択地学をやらせるとなると理科Iを地学以外の先生に持ってもらうという形がその学校

に定着するのならよいが、こういう現実の中で地学を高校の中でおこしているむずかしさを感

ずる。たとえおもしろくやって、送り込もうとしても受け皿がない。地学担当教員が多ければ

よいのだが。

佐藤勝 議論の内容について、おもしろい、おもしろくない授業うんぬんよりもどんな地学でなけれ

ばならないかをいう事に話しが進む必要があると思うが、大学に進学するためにどうこういう

現実、この事が問題である。私の場合は地学担当者が 2人、校長を入れると 3人なわけだが、

本校は地学 1a単位での実施である。

他の地学の教員は生物と数学まで手伝わされている、というのは国立大進学者が少なく高看

などが多く、したがって生物を履修する者が多いというわけで大体地学は 1人で間に合ってい

る。

司会 「地学Jをどうとらえて指導しているか。これに対する問題点を話ししていただきたい。

佐藤紛 中学時にこれをやっているはず、あれをやっているはずといってもほとんどはじめてという

感じをもつようだ。調べてみると中学時にとばしている部分もあるように感じられる。そこで

中学でやり残したところを高校でやろうという覚悟の上で実施する。そうすると生徒も興味を

強〈号1<。この間生徒に「二百十日」を質問したなら 8名/45名中だけしかこの言葉の意味を

知っていなかったo八十八夜などはほとんど知らないu 十二支も知らないし、こういう事は地

学の基礎みたいなところもあり、われわれとて学校で教わらなかったが、おじいさん、おばあ

さんから体得したものだと思うが、こういうところがぽつんと生徒に抜けている。われわれは

知っているものとの感覚で授業を進めがちであるo 戦後の20年代か、体験学習が盛んに行われ

た時代がありその後純粋な学問の方向というよぢになってきた感がするのだが以前のそういう

方向に戻しでもよい感じがする。われわれの生活に地学が密着しているという歴史的なものも

含めて話ししながらやって(授業を〉いったなら楽しめる地学になるのでないか。地学は必修

(是非おさめなばならないの意味〉なんだという事がわかってくるのでないか。職員室内でも

われわれ地学担当者は毎日の生活での地学(生活の地学〉を具体的な内容、事例(例えば天気

F
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図〉を示して地学をPRする必要があるo

橘 大学の側にも問題がないわけでもない。とかく地学などは物理や化学をやっていれば事足れ

りという感覚の人も大学にも居る。実業高校で本県で地学は実施していないのか。

桝団 地学をやっている話しは聞かない。しかし、実業高校にこそ地学が必要でないだろうか。

実業高校の先生は自分の分野に進むための基礎はこれこれだという固定感念が強いように忠わ

れる。例えば工業の先生は基礎に物理、化学をおく。しかしあまり基礎にこだわりすぎて自然

を総合的にとらえる目を養う事に欠けてはいないだろうか。そこを考えると本当は地学が必要

でないだろうか。

吉丸 高校の現状の 8単位から 2単位に減じている中味だが、減単の悩みは地学はめぐまれている

悩みといえる。最もひどいのは社会科である。社会科は 8年IHJで 5科目であり、しかも 8年次

に8科目学習というところがあり他教科とのからみから昆ると地学が 2単位で理科の中におち

ついてさえいれば問題としては学校の中で二次的問題と見る方が正しいのではないか。各学校

とも地学そのものの開通点から 2単位への減単ではなく他教科とのからみから 2単位に甘んじ

ているというのが現状でないだろうか。

佐藤(抗) 受験授といえる学校なら 2単位でもどうにかやれるかも免iれないが、学校によってはどうし

ても 2単位ではこなせない学校もある。

黒沢 私のところでも 2単位である。もう現高校在職 4年になるが、かつては最初は地学 Hだけで

物理との選択の形での履修であったかぎりぎり 1年次におろした。この経締で「地学 1J 2単

位ができたわけである。そして一時、 ?時間綬業がありどうしてもうまく L、かないとの引でカ

リキュラム変更が問題となり、カリキュラムの同組となるとどうしても「理J r社」が真先に

のぼってくる。さらに進学校の形をとっていると理社いずれも lつぐらいは減少をの声がささ

やかれ不安を感ずる。まして校長によっては地学以外にやれる 1~が必要だと殊更強調する人も

いてまことにおもしろくない。カリキュラムの改訂は地学担当者の転出を待ってやっているみ

たいな感じすらする。これは現実である。しかし生活に密着した自然科学なわけだし、総合す

る分野なわけでそこが理解され屯いという悩みが感じられる。

司会 これまでの話しの内容は 8つの問題に集約されそうである。 1つは入学試験との関係、 2つ

目は教員数の問題、 8つ目は地学の内容の問題である。地学の内容というのは地学はおもしろ

い内容であり、おもしろく教えることの問題であると思われるが

A 入試の問題が最大でないが、理科の受験となれば化学、物理、生物だしそれを踏まえてのカ

リキュラムとなるので、教員の数、内容の胡勉は解決がつけられると思われる。

橋 地学をやっていて生徒が自の色を変えてくっついてくる時というのは、好外で化石係集とか

地層とか自分の家のまわりの状態とか教室からひっぱり出した時である。色々総合科学とか何

とか言われているが、こう言う事のヒントは野外に引っぱり出して自然に前提ふれさせる Ji~ i'}ミ
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ら会得させられるのでないか。こういう機会を出来るだけ多くつくれば受験にふりまわされな

いで本当の地学が教えられるのではないか。

多国 今のお話は確かにその通りだ。学生を見ても自然を歩いた事のないやつは、まずだめだ。

物理や化学は実験室内で出来るが地学は野外に出なければ学習にならない。やる気の見られる

学生というのは高校時代に先生について野外をほっつき歩いているやつだo

高校の時間割の中で野外に出る時間をとるか、とらないかで大分ちがってくるのでないか。

司会 野外実習を実施している学校についてo

音丸 花巻の地区では地理とくっつけて半日の巡検で実施している。

多田 高校地学クラブをうまく活用できないか。

昔とちがってこつこつやろうとする者が減って来ている。

橘 種市高校が最もやっているようだ。

和賀仙人地域の鉱物採集について実施した化石採集、地質構造、鉱物採集について丁度適当

な場所があるので・・・・・・・・・・。

佐藤紛 教科書にないなまのもの、例えば冬休みに気象観測をやらせるなどの、こういうものを多く

導入すればよいのでないか。

吉田 具体的に総合性とか、総合化を授業の中でどのように展開していくかという事について、強

い抵抗を感ずる。例えば岩石のザイクルにしろ、物質のザイタルにしろ、出来るだけ取扱おう

としているのだけれども、いきおい授業のときには無意識に岩石を、鉱物をやっている事にな

り、それが総合性につながらないジレ γマを感ずる。教科書はずいぶん苦心して総合性を出す

ようにつくられてありながらせまい単元の指導になってしまう。そしてわれわれ教師自身の中

から総合性をちぢめてしまう。そういういらだち、不勉強さを感ずるo

横沢 自分で教える時、うまく教えられるかどうかは別として、例えば地球のまわりの地磁気がな

くなるとパ yアレ γ帯がなくなり生物の進化と関わりが生ずるとか、銀河回転をや，ている事

と、氷河期とが関係あるとか、こういう事を見ると、地学と天文が結びついてくるので私自身

はぞくぞくする感を受ける。

理科Iを有効にやる事によって地学と他の教科との結びつきがより出るような気がする。今

度の改訂では自然科学全体の総合性がもろに出てくるように思う。有効に対処すれば、他の先

生方になるほどという機会が与えられるのでないか。

司会 地学で生徒になにをつかませたいのか、その辺についてお話しをお伺いしたい。

佐藤停0生徒に感激をおぼえさせる授業をやりたい。例えば岩石のところで薄片観客を諺年製作から

やっているわけで生徒は一番感激するようにみえる。

高橋維) 地学をどうしたらよいか。発展させるための問題点を整理してみる。

(1 )地学の必要性を理解させる事。重要性をpRする事でないか。
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(A) r物理J r化学J r生物」で指導できない分野であり独自性があり、この事を強調され

てよい。例えば特徴的な事では歴史性、時間的なもの。例えばそこに硫化鉄鉱があったと

しよう。それを分析してFeS2が確められればこれは「化学Jであり。それから周さが、

比重がという事になれば物性であり「物理Jになってしまう。しかしその鉱石が裂の崖の

富生層の中のスレートの聞に真四角な結晶として存在していたとすれば、そこには時間的

なまたは歴史性があるわけで、この点が地学としてのとらえ方の特徴なわけで独自性があ

り物理、化学とはちがうわけで、こういう事を強調すべきである。

(B) 応用面であるが実生活との結び付きについて、地下資源、土木地質、農林地質、水、地

熱資源、これ皆地学の内容でありこの面からも重視されねばならない。また人工と自然災

害の関係について洪水、地震、山くずれ、いずれも地学で取扱う分野が大きく、地学軽視

が災害を招くとも云える。

(2) r物理J r化学Jをもっと深めておく事も大事。そうすれば地学の教師が「物J r化」を

すぐ援助でき地学担当者が歓迎されるだろう。もっともその反面もあるとは思われるが。

(8) 大学のカリキュラムを小・中・高のカリキュラムに合せる事も必要である。大学で化石だ

け学んできた学生ができたり、石だけ学んできた教師であったりで地学の教員養成は大きな

謀題である。地学の教師としてはカリキュラムを小・中・高に合わせ養成すべきである。

(4) rおもしろい地学Jにする事が必要であるo 生徒達に地学を学習してよかったといわれる

地学であるべきだ。学習して「おもしろい」という事であれば必然的に地学を選ぶ生徒もふ

える筈。この点大いに研究が必要だろう。

桝田 只今は高橋先生から今までの議論のまとめの形としてお話しいただいたわけだが、私は生徒

の入学時、始めて地学を学ぶとき地学という科目は何を目指すかという事について次のように

話しをする。 r私は盛岡地区ですがキ石川の上流にダムが建設中であり、その目的はわかりき

ってる通り多目的で、どうしても必要なものでしょうし生徒もその事は理解できるだろう。

しかし一方時間を多少地質時代的にとって見るとそこにどういう見方が生まれてくるか、もと

もと川の営みによって沖積地が生じその生じた沖積地に多くの人聞が生活の基盤をすえている。

自然の営みの上に人聞が安住しているのである。が一方ダムをつくる事は川の営みを停止させ

る事でもあり、矛盾する事になる。ここで私はダムの建設の良し，悪しを論ずるつもりはない。

地学という科目は自然とはどういうものでどういう事なのかを学ぶ科目であり「自然、Jを学ぶ

ことから人類の繁栄が肯定されると思う。つまり地学は自然としての地球を学習の対象にする

科目であるJと説明するのだが。

片田 いろいろ話しがあったわけだがもっと必要な事があるように思う。つまり教師自身の勉強で

あり研究することである。この事がおろそかになヲてはと思う。他県の例を見てもずいぶん積

極的に色々なものを発行し、熱心に研究されているが、岩手の教師はおとなしい感じがする。
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地学の分野は非常に広い。その分野でおくれをとらないだけの勉強が必要だ。そして生徒から

も他の教師からもすばらしい先生だといわれる様になる事が必要でないか。そのためには具体

的テーマをもって勉強していくべきでないか。こ句地方ではこの傾向が少ないように思われる。

時には半分素人の様な人が、例えば恐竜の発見とか、外国の例でもそうだが、旧石器時代の発

見と治、化石の発見とか、業績を上げている。こういう時に一番大切な事は具体的に適当なテ

ーマを見つける事である。私は今後地学を高めていくためにはなによりも教師自身のレベルア

ップでしかないと考える。私は大学に穏をおくものだが侍さんと連絡を密にして調援助したい

と男、う。

司会 おそくまで大変熱心な討議ありがとうございますo 今回の討議を暗まえてより地学の発展の

ために活躍される事をお願して今日の討議を終えることにいたします。

引用文献
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学懇談会記録一、 地学教育、 24巻、 117-1510
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高等学校理科における地学教育の振興についての意見書

石炭協会・全国炭鉱技術会・第四紀学会・東亜天文学会・東北鉱山学会・日本海洋学会・日

本常事孝博今・日本帯域営舎・日本領旬営会・日本堤物学会・日本被物事異味の合・日本布生物

蛍会・日本地笥営会・鰐業f棋会・日本地学卦育研究会・円本天安坐令・日本天文研究会・地

学問体研究会・物蹄.探鉱柊術協舎・北海道鉱山学会・ H本鉱山崎哲学会

1 省略

2. r地学」の慨要とその必要性

今さら申し上げるまでもなく、高等学校教育の目的は、 いわゆる

高等普通教育であって、普涌課程の高等学校が大学の予備校的存在であったれまた職業高

等学校が徒弟教育の場となったりすることは許されません。従来、職業高等学校卒業生の伸
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ぴに限界ががあるようにみられていた原因の一つには、一般教養の偏向という点で欠陥があ

ったように考えられます。学校教育では、望ましい人間像形成のために偏らない教材の選定

が行なわれる必要があります。理科教育では、その内容を広く自然科学の諸分野に求め、そ

れを従来通り

生物的なもの一一生物 無生物的なもの…一地学 物質の質的変化に中心をおくもの

一一一化学 物質の量的変化に中心をおくもの一一物理の 4分野としてまとめ、これらが

偏りなく履修されることが必要でありますo

以上のうち、物理、化学、生物については、教科または科目としての伝統も古く、その目

標や内容については比較的よく研究されています。しかし、地学については、発足後約10年

を経たにすぎず、一般の関心や理解の程度は、極めて不十分な段階にあると思います。

'ー現在、地学で扱われている内容には、

① 天体および天体の運動についての知識と理解

② 気象に関する知識および 気候とその変化についての知識と理解

③ 海洋、陸水に関する知誌と理解

@ 地球についての総合的知識と理解

⑤ 地殻(土壌、地形、岩石、鉱物、台生物、地下資源、地殻変動、地質、地質構造、地

史〉についての知識と理解などがあります。

これらは、内容としては、非常に広汎なものでありますが、われわれの周聞の自然環境のう

ち無生物を対象とする点で 1つのまとまりを持っています。

また目僚の上でも自然現象に対する正しい認識を得、事象を具体的、総合的に観察、把輝、

処理する能力を養成する点で大きな特色を持っています。さらに、農業、水産、鉱業、化学

工業などの産業に対する基礎的な制識を得ると同時に、台風、洪水、地民などの災害防止に

対する知識を養うに重要であります。従って、もし高等学校の教育課程において、地学科が

正当なとり扱いをうけなければ、産業および社会の発展のうえに支障をきたす恐れがあると

いっても過言ではありません。むしろ今後は社会の建設、資源の開発利用のために、積極的

な見地から地学科の内容について検討する必要があるくらいであります。

高等学校の理科教育においては、事象を物理

なく、これらと並んで、健zヰ奪、欠けていた、 H除査引堤Z的、総合的な観察思考にもlfi:点をおいて指

導を進めなければ、十分な偏向のない科学教育を進めることができないばかりでなく、社会

生活の発展にも重大な偏向を招く恐れがあると考えられるのでありますo

(以下省略〉

6) 小林学(1 9 74) :地学教育の現状と課題、地学教育、 27巻 1号、 15-190

7 ) 特定研究科学教育地学直 (1978):高校地学カリキュラム改善の研究、地学教育、 26 
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巻、 117-175

8) 座談会「昭和 50年代の地学教育を語るJ、地学教育、 80巻C1 g 7 7 )、 88 - 4 8 

19071鈍11倒2 1倒71倒81956，1957 1鈍2.19回 1967

地学時代

博物時代物象時代 選択必.修必修

地質鉱物 地学教育の 2科目(4科目中)11科医4科U中)単位
(天文・気象r: 空白時代 単件ー各5 単位 f~3 文は 5 地学 2
博物通論) 履修者・約15%i 約7% i 約 1ω%

地学担当教員の専門

一恥地博質物ナ・、鉱ぬ・拘学∞NJや・・ぬ・・会ドl・系L1生、?z2物u学J物…~理L…二・化-~学、:、j、~、iFIFRL坦tLクゃ~U:い.・q.v\κ弛ミ:子-'JV市.H・・.川H-J~〆JH~〉:-:汗:h・;::s，'7;1〉:主'.汗:「心':u事:-:学?g と.r1・1fF:， l 
地学の目繍

1937 19421946  1948195919伺

Y 〆 第日!f本913日学地本術苧t1 地振教学興育教会碕背究学小会委発只足主↑1 1 文部省学習考古憩 l 
藤本教授 小林教校 地1 教育に関する惣1談岨会-rv，J目偲)
鉱物科を な人問生i活舌の場として ぞ
〔地質科に手32官)(教養の地学の必要性の〕 (地学の目栂と性格)

1在宅

日本の地学教育制度の変遷と目標の研究.
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岩手県の基盤について

安代町立岡山小学校藤 原 郁 夫

1 はじめに

岩手県に分布する古生界の基盤岩について紹介する。基盤岩として現在認められているまたは研

究の対象とされているものは水沢地方に分布する鵜ノ木変成岩・母体層群と大船渡地方に分布する

壷ノ沢変成岩・氷上花樹岩体がある。これらの岩石について従来の研究を簡単に要約する。

本稿にあたり文献参照の便宜を計られた見前中学校・橋本英明氏にお礼申し上げるd

2 鵜ノ木変成岩.母体J菌群

母体層群(橘、 1部 1)は、水沢市東部から江刺市にかけて分布する低度変成岩(藍肉片岩相〉で

ある(小貫他、 1962 : KANI SAWA、 1004 )。さらに水沢市鵜ノ木新聞、正法寺、北上川東岸、熊

ケ沢、袖ノ沢に、より高度の変成岩が分布しているo

とれをKANISAWA ( 1964 )ば、鵜ノ木変成岩とよ

んだ。この変成岩は主に、 I!~雲母片麻岩、ザクロ石

黒雲母片岩、角閃岩などからなり、蛇絞岩.・角的石

ハ Y レイ岩などを伴い母体層群中に断層にはさまれ

て点在している。 KANIS.AWA( 1964 )は母体層群中

の時代を、上部デポ Y系鳶ケ森層の下位に位慣する

ことから先上部デポン紀と考えた。

一方、高津(1954 )は母体閥群が母体層群に移化

しており鳶ケ森腐の直接の下部層とした。加納・蟹沢

( 1966 )は、鵜ノ木変成岩を黒瀬川構造帯の寺野、

木匠変成岩類および舞鶴帯の凋守変威岩類に対比し、

これらの岩石を含む地帯を黒石撚捨帯とよんだo

( Fig 1 )鵜ノ木変成岩は超塩基性岩中に捕獲岩的

産状を呈することから、少くとも母体層群と同時期

ないし、それより宙〈、先シルル系の可能性がある

と考えられている (小賞、 1969)。
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3 壷ノ沢変成岩

この変成岩は陸前高田市の西北方壷ノ沢付近および同市北方の氷上山参道に沿って分布している

( Fi g 2. )。

この変成岩は鵜ノ木変成岩とともに、シルル系より古い岩石と考えられている(小貫、 1969 )。

4 氷上花闘岩体

陸前高田市と大鉛渡市にまたがって分布する氷上花筒岩の貫入時期に関する研究が最近相次いで

発表され、日本列島の基盤岩問題と関連して注目されているo

この岩体の争点はプロトクラスティック構造を示す氷上花樹岩体が、市生代中期の貫入岩体なの

h それとも先シルル系基盤岩であるかという点にある。

渡辺(1950 )は、壷ノ沢変成岩類を捕獲している事などに注目し他の北上山地の花儲岩類とは

異なるとした。その後、 1shi i et al • ( 1偶o)は氷上岩体について詳細な研究を行い、向岩体を
w鴻み特

大野型と氷上山型の 2つのタイプに分けた(氷上山の呼び方には「ひのかみやま」と「ひかみさん」

の2つの呼び方があり、前者は主に大船渡で、後者は陸前高田でよばれている様である。)大野型

は氷上岩体北部および東部に分布し、片状構造を欠き、後変動期に浅所貫入した水の多い低温マグ

マに由来するものとし、氷上山型は岩体の南西部を占め壷ノ沢変成岩類を捕獲して、片麻状をなし

ストレス条件下で深所に遊入したものと考えた。貫入時期については二畳系に貫入する露頭が多数

あり、気仙川岩体(白亜紀〉によって接触変成を受けている事などから、その活動時期を二畳紀以

降とした。

その後、柴田(1973 )は、氷上花陶岩と薄衣型際岩中の花闘岩礁の年代測定を行い氷上岩体の角

関石で、 354my 、 315my という測定値を得、デポ Y絶後期の形成時期と考えた。

最近村田他(1974 )は、シルル系川内層の基底部に存在するアルコーズ砂岩と下位の氷上花尚岩

大野型との関係、デポン系大野層下部に存在する花嗣岩藤およびこれら砕屑物が氷上花筒岩大野型

と岩石学的に一致することから氷上岩体は先シルル系基盤岩であるとした。またOK.AMI and 

R町RATA( 1975 )はこのアルコーズ砂岩の堆積学的研究をし、肉眼的に無層理に見える砂岩層も

粒度分布から明らかに級化成問している事を認めた。また、非海性源地性堆積物であるとし、砂岩

である事を確かめた。三上(1971 )は大野層基底部に含まれる花儲岩質砂岩の堆積学的研究を行

っTこ。

その後氷上岩体基盤説に対し、柴剖・内海(1975 )らは、 K-Ar年代およびRb-Sr全岩年

代の測定を行い氷上岩体の貫入時間がデポ γ紀後期一石炭紀初期であることを示した。

また野沢他C1975 )は猪川町大野の気仙林道において、デポ γ系に貫入する氷上岩体の新露頭

を示した氷上岩体はデポ Y系を貫くとした。
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さらに許(1976 )は、岩石学的特徴および岩体の構造を示し、氷上岩体をA・B2つの岩体に分

けさらに両者を細分し、岩体AをSub -facies 1、 rl，:rr.，.岩体BをSuト faciesI、Eに分け

た。この中で、村田他(1974 )がクザヤミ沢でアルコーズ砂岩としたものは、マイロナイトである

とい横田町観沢・大野アザ沢など数ケ所の貫入関係を示す露頭をあげるとともに、デポン系大野

層中にA岩体の Sub-facies1を供給源とする花樹岩礁を認めたうえで、氷上岩体は一方で古生層に

貫入し、また一方では礁として存在するという矛盾する事実から、氷上岩体が再活動した可能性が

あるとした ( Fi g 2.)。

一方、加納(1974 )はクサヤ

ミ沢の川内層基底をアルコーズ

砂岩と考え先シルル系基盤とし

ての氷上花崩岩に由来するもの

と考えて、基盤岩説を支持して

いるが、その中で付け加えて大

野層下部の凝灰岩に存在する花

筒岩質岩片・アルコーズ質結晶

破片について次の様にのべてい

る。 r……これら破片の産状は

堆積性の榛というよりも、火山

砂屑性(あるいは爆発性といっ

てもよい)成因を示しているよ

うに思われるo ーまだ仮説の段

階ではあるが、もしこれらシル

ル・デポン紀の爆発的な火成作

用によって直下の基盤から地向

斜に噴き上げられたとすれば、

前記川内腿の基底のアルコーズ

砂岩もそのような異質火砕物質

Fig 2 
氷上干支合告係者祖図
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が二次的に移動し近くに再堆積したという解釈も、上記した不整合説の代替物として可能である。」

としている。つまり現在地表に露出していない花樹岩体から、シルル・デポン紀に火山爆発〈火山

活動)によって地表に出された花崩岩片が、現在見られる川内層基底のアルコーズ砂岩であり、大.

野層中の花崩岩礁であるのではないかという事である。

村田(1976 )は、基盤岩説の立場から、氷上岩体西部(槻沢、上大畑南部〉において古生腸に.貫

入する事実についていくつかの岩相、地質構造などから、氷上岩体の貫入する「機沢および上大畑
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の泥質変成岩は壷ノ沢変成岩類の異相岩体Jではないかとしている。

以上のように氷上花筒岩体に関して多様な説が提示されている。現在精力的に多くの人が調査し

ているので、定説も間近いだろう。
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超音鉄質岩類、とくに宮守岩体について(解説)

水沢高校音 田裕生

去る 8月 6日、?日の両日にわたり、岩手県高等学校教育研究会理科部会地学部会との共催による

守守付周辺の巡検が行なわれた。

筆者は主.~宮守超苦鉄質岩体の案内を担当した。この際利用した資科によって超音鉄質岩の簡単な

解説をまとめた.これは宮守岩体ぞめもめよりもむしろ一般的な超苦鉄質岩類に重点をおいている。

本報告が教育活動や研修活動において何らかのお役に立てれば幸いである。

，本来を:まとめるにあたり、東北大学理学部岩石鉱物鉱床学教室の大賞仁先生にはきわめて有益なご

助言とご指噂号をいただや.た。また岩手大学教育学部地学教室の片田正人先生と田山小学校の藤原郁夫

氏には巡検に際してそれぞれど指導をいただいた。以上の方々に厚くお礼申し上げます。
-< 
- ・一

T 超苦鉄質岩類の性質

カンラン岩類と一括きれるいわゆる超塩基性岩類は上部マジトルを構成する物質であり、その研

究は、上部マントル~下部地殻の状態やその構造発達史を解明する上で重要であるo

超塩基性岩顎 CUltrabasic rocks)は、一般的には、カンラン岩、キ石などの有色鉱物が

きわめて多く、化学的には SiO2が45%以下の岩石とされている。ところで一方超音鉄質(Ultra 

- ~{.i，~.)という用語がある。これは、MgOや FeOに富む鉱物つまり有色鉱物が多く、色指数 70

%以}:の岩石に使用する用語である。.カンラン岩類を考える場合、前者の用語はむしろ属性であっ

て本性は後者である。すなわち、本質的には色指数が高<(有色鉱物が多く〉、化学的にはMgO

や.FeOに富むことである。しかしこの逆の例もある。大半が比較的カルシウムの多い斜長岩から成

る斜長岩(An 0 r t h 0 s i t e )は趨塩基性(灰長石のみと仮定すると SiO 2は4o%)であるが超苦鉄質

ー質ではない。ここでは主にカンラン岩類(Pe r i d 0 t i t e s )を問題にするから超苦鉄質岩という用

語を使用する。
，r 

主~令鉱掬 j量治危 刷局分銘拘 l

脊P守シ怠 .，-...，.イト 1J 

倉持労キ.厄 .、， スピキIレ

~例キ后 (~渚} ヲ 4主_:G'
ノ‘ 

角包シ后'角-tγ后岩ー 怠 ~.義活

J9.1玄サ ¥，. 'I-tt場1 類 令蜜-IIf
蛇紋足量 批手記者 費~~~

表1j.包苦d鉄管省類を稽宥1ゐ主な鉱鋤。

超苦鉄質岩類を構成する鉱物は表 1のようにま

とめられる。主要鉱物として、カンラ Y石、斜方

キ石、単斜キ石、角セン石、蛇紋石であり、この

ほかザクロ石、スピネルなどを伴う。とくにカンラ

ン石とキ石から成る超苦鉄質岩類は図 1のように

命名される。たとえばカケラン石の圧倒的に多い

ものがダナイト(ダンカンラン岩〉であり、カン
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ラγ石と斜方キ石から成るのがガハル

パージャイトである。

地表での超苦鉄質岩類の産状は表 2

および図 2のように 4つに分けられる。

まずLayered intrusion、す

なわち層状分化岩体の底部に出現する

趨苦鉄質岩がある。非造山帯に出現し、

南アフリカの Bushvelt噂合岩体(

先カジプリア代に貫入、厚さlOkm)や

米国のSt i llwa t e r噂合岩体はその

代表である。これらの岩体には層状構

造 (Layeredstructure)が発

達し、堆積岩にみられる級化層理やス

ラγピングに類似した構造もみられる

ことがある。岩体の底部にはヵ γラγ

石や斜方キ石から成る趨苦鉄質岩の層

がみられ、上部には層状のハンレイ岩

がある。鉱物は下位のものほど早期に

品出したものである@

またカ γラγ石では苦土カ γラγ石

成分が下位ほど多く cryptic 

layeringを示している。したがっ

てこの超苦鉄質岩は、ゲ γプ岩質マグ

マのマグマだまりの中で早期に晶出し

たカ γラY石とキ石が底部に集積する

ことによって形成されたものと考えら

れている。このような機構で形成され

た層状構造を火成業理ということがあ

り、これにはポイキリテッグ組織など

の独特な組織が発達することが多い。

第二に、向心円状噌合岩体と呼ばれ

る超苦鉄質岩がある。ダイヤモ γドを

クリノ，(イロ
タシナイト

国1 ‘ヵ}，~>~kキtj 1l')A(.る忽若鉄
、1:指数命令危法て
華氏〈写体毛'陥~~;手すL

毒ユ抱苓冷水.'f翁毅の義氏
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図2 館客鉄質審類の産状、
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1 :層状分化晶体の定都I.2:アルアス翌か/ラ〉治体

3:オ芳オライト， 4: 1aI¥¥)'阿状複合名体
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含むことで有名なキ γパレー岩(雲母ヵ γラY岩〉はこのなかまである。安定大陸の古い構造線に沿

って点々と出現することが多く、一般に小規模な岩脈やパイプとして産出する。化学的にはアルカリ

成分に富む。成因は、上部マントルで生じた超普鉄質マグマが貫入したと考える意見が多い。キ γパ

レー岩に関しては上部マ Yトル(深さ 120km ぐらい)でマグマが生成した際、一部でアルカリ元素を

多量に含む蒸気が濃集し、悔発的に急上昇し、数時間で地上に達したのではないかとも考えられてい

る。そのためにマ Yトルの温度圧力条件下で安定なダイヤモ γ ドが低温型の石ポグに相転移しなかっ

たというのである。

第三に、このようなキンパレー岩やアルカリゲ γプ岩に含まれる捕獲岩がある。爆発的な急上昇の

際に上部マントルや下部地殻の岩石をとり込むのである。スピネルやザクロ石を含むカンラ γ岩やエ

グロジャイト(マグネシウムの多いザクロ石とナトりウムやアルミニウムを含むカルシウム単斜キ石

から成り、化学的にはゲ γプ岩に近い〉が産出する。上部マントルの破片そのものであるからマ γ ト

ルの情報を知るのにきわめて有効である。上部マ Yトルがカンラ γ岩と一部エクロジャイトから成っ

ているとされる理由はここにある。日本では秋田県ーノ目潟のアルカリゲ γプ岩の包有物が有名であ

る。

第四に、海洋底を構成するゲンプ岩の下部に存在する蛇紋岩やカンラ γ岩がある。とくに中央海嶺

ではよく露出している。一般にマイロナイト化しているが、これは闇体のまま海嶺部を上昇してきた

ためであろうと考えられているo 上部マ γトルそのものであるという説と、海洋地殻に含まれるべき

ものであるという説がある。

第五に、一番重要かっ句雑なアルプス型カンラ γ岩体と呼ばれる超苦鉄質岩がある。

上記四者以外のものをアルプス型という名称で総称している場合が多く、したがって定義はややあ

いまいである。そして個々の岩体ごとにさまざまな特徴をもっている円

造山帯の伸長方向に露出している場合が多く、カンラ γ石、キ石、スピネルなどの無水鉱物らでで

きていることもあるが、多くは蛇紋岩化している。造山帯のうちでもラ Y閃石片岩ないしは緑色片岩

を生じるような低温型の広域変成作用を受けた地域(三群帯、神居古漂帯など〉に貫入している場合

や、非変成地域(宮守など〉に貫入する場合がある(以上Root-zone型という〉。また造山帯の中

軸部(日高帯など〉に出現する場合もある〈真のアルプス型という〉。周囲の岩石とは断層で楼し、

境界部は破砕が著しい。とくにRoot-zone型では壁岩に対する熱変成作用はみられないことが多い。

これは貫入時には、すでにほとんど旬結してしまっていたことを示す。岩質としてダナイト、ハルツ

ミージャイト、レールゾライト、ウエールライトなどほとんどすべての超苦鉄質岩類が出現する。こ

れらの岩石が層状に積み墳なったり(例、舞鶴帯の大島岩体〉、また問状分化岩体のように級化時理

や沈積岩の組織を示す場合もある〈例、日高帯の幌満岩体〉。また一般に変形や再結晶による組織は

著しく発達しているくカンラ γ石にみられる網状のメッシュ組織や結品方位が急に折れ曲がるキンク

パνド、再結品を示す多角形組織など〉。
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アルプス型カンラ Y岩依は以上のような噂雑な性質を持っているので、成因も全体が向一視される

ものではない円

沈積組織やCryptic layeringを示す岩体はゲンプ場マグマから早期品出のカ Yラン石が集積

してできたのかもしれない。集積したカンラン岩膚が周結後、構造運動で悶体質入したとすれば周囲

熱変成を与えない。

大きなカ Yラン岩体が周辺にゲンプ岩を伴なわず出現することや宥体が蛇紋岩化が著しいふと、ま

たこれらの蛇紋岩が岩脈や岩床として周閲の岩石に入り込んでいることから、水を多量に含む超音鉄

質マグマが貫入した(水を含むとマグマの融点は低下する〉という考え方もある。

一部の岩体(例、イギリスのLizard岩休〉では尚抱高圧下で結晶したような鉱物の化学組成(た

とえばキ石中に多惜のアルミ二ウムが悶溶するなど〉を持っているものがある。これはマントルの破

片がそのまま上昇してきたものと考えられている。

ところでアルプス型カ γラY岩体に関連するものとしてオフィオライトと呼ばれている岩石群があ

る。これは多量のハンレイ岩やゲンブ岩を伴っており、下位から超苦鉄質宕、ハンレイ岩、ゲ Yプ347

〈枕状溶岩のことが多い〉、チャートという層序を持っている。日本では三波川帯の南部のみかぶ帯

がその性格をもっと言われ、また最近では舞鶴帯の南帯がオフィオライトであるという若:見もあるo

従来これは、地向斜の活動に伴う火成作用によって、ゲンプ岩マグマが生成し、分化により超苦鉄

質岩や苦鉄質岩(ゲンプ岩など〉が生成したと考えられてきた。しかし近年プレートテクトニクス理

論が展開され、それを肱張して、オフィオライトの将序は海洋底、とくに海嶺付近のそれに類似して

いること、火成岩類の分化傾向は海洋氏の火成岩のそれに似ていることなどから、海嶺で生成された

海洋地殻が移動し、造山運動に巻き込まれて上昇したという考え方も提案されている。

2 宮守超苦鉄質岩体

宮守超苦鉄質岩体は、北上山地に北西~南東方向に三列ある主要な超音鉄質岩体のうち中央に位

置するものである。(図 8) 

東の早池峰岩体は南部北上山越と北部北上山地を分ける盛岡一五葉山構造線に、宮守岩体は日詩

一気仙沼構造線に、西の田河津岩体f1は黒石構造帯にと、いずれも断裂帯に沿って出現している。

したがってこれらの岩体群はいずれも深部裂かに関連して形成されたものと考えられる〈なお、早

池略、宮守両岩体は非変成地域に貫入しているが、悶河津岩体は弱変成の母体周を伴っている〉。

宮守岩体の貫入時期は明確ではないが、岩体西部の白亜紀、人首花コウ岩体から熱変成作用を受

けていること、岩体東部は二畳紀の堆積岩頬と断層で接していることから白亜紀ないしそれ以前と考

えられる.なお東に広〈分布する遠野花コウ岩体からの熱変成の影欝は全くない(遠野岩体は早池

峰岩休に熱変成を与えている。〉っ
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岩体にはダナイトを主体に、ウ aールライ

ト、ハルツパージャイトなどほとんどすべて

の超苦鉄質岩がみられる。また角セ γ石岩、

( Ho rn b 1 e nd i t e )や角セγ石ハンレイ岩

(コートラ γ ド岩もこのなかまに入る。〉な

ど角セ γ石(=含水鉱物〉を含む岩石を少量

伴うのが大きな特徴である。全体として蛇紋

岩化が著しい。また岩体中には層状構造や各

種の変形組織(主に鉱物の塑性流動と考えら

れるもの〉の発達もみられる。

本岩体の成因に関しては、たとえば大貫

( 196 5 )は水を含んだ超音鉄質マグマの

貫入を想定している。
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宮沢賢治が残した米内産の蛇紋岩標本

岩手大学:橘 行

設近、岩手師範学校当時の鉱物 ・岩石 ・化石の僚本を推理する機会を得た。

僚本の大部分は、明治 ・大正の古い時代に生徒や教師iが採集して寄贈したものや購入したものであ

った。

今 ~ì' 手 1:IiJ.オすl五島.
犬白人 .t 、'1
;哲 l苛 t局?iタ込町し寺即ち

ところが、 この中に写真の

織な宮沢Jtt治のFえした線本が

ー俗だけ含まれていた。

ラベルにはベンのきで「八

蛇紋特 ・行手!部%:内村産。大

正八年七月。宮-沢賢治氏諮問」

と.1:かれている。
そこで念のために、大正八

年頃のお・手師範の以只名簿の

中から|導物関係の先生を深し

出してラベルのJ?かれた当時

の状況を縦めてよ4ょうと2考え

た。しかし何分にも 60年叡

も前の 'l~であり 、 当時の残存者は今ではゆj らかでなくな っている。 々とれで大正十年頃行手師団

の生徒であった黒沢ぷ 氏(前 山大学長〉に一応確めてよ4たc しかし下当時 lま.r.~羽

~i厳と いう先生 (陸前のマイマイの中に ト パマイマイという布If，の つけられる. ものがあ って、博物I.I!I

係では大正から昭和にかけて良く ~I られていた人である〉に偽物を習っ たという 'h・であった。そして

この先生の名古íj も大正八年の全同械は録の r， ~1 の 中には未だ ，1有 って いない。

こういう点から当時の博物の先生のアからこのi祭本についてくわしい市制を確める事については日

下の所未だ慾しい状況にある。

しか し当時の7;f沢賢治は、主盛岡山ちを卒業してから、，県間近傍の火山!火土の中のアロフエンの存在

を指摘して土政学方市1で優れた研究を行っていた間以太郎教綬の下で、研究生として残っていた。

従って賢治が米内付近から蛇紋岩を採集していて、tii本として師範学校に寄贈していたとしても不

思議ではない。

更に標本にはりつけられている小さいラベルに出きこまれている筆跡を見ると、町寧に，-'μ、てあり、

その当時この織な却の記号を特石124{本につけるのは、やは り必る-liF.度研究した人であって、恐らく削i
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範学校の先生ではなく、宮沢賢治その人であったろうと思われるのである。

た Yこのラベルの記号が何を意味するかは、未だ明らかでない。

宮城一男氏の「農民の地学者・宮沢賢治」や現代日本文学アルバム 10巻、 「宮沢賢治Jの中にの

・っている筆跡の中の、 8の字の部分は、この標本のラベルの 8の字と似ている様な所がある。

しかし 8の字の前の記号のローマ字で脅かれた略号は、 VgであるのかCgであるのか、或はそれ以

外の略号であるのかは判読が難しい。 Cgであれば礁若のCo.n g 1 ome r a t eの略という事にもなり、

諜岩尽中の蛇紋岩礁という意味にもとれる(事実、米内近傍には諜若 が分布する〉。そのほかIg

とも読めない事もないが、この場合はIgneuous rock (火成岩〉の略であるかも知れない。

8の字が、大きいラベルの中の「八蛇紋岩Jの八と一致するとすれば、少くとも未だほかに、 1

- 7までの標本のあった事も考えられるので、更に探して見たが見つからなかった。

前述の加〈、筆者はこの小さいラベルの字は、普通の人が整理用に書いたものではなくて、宮沢賢

治自身が書き残したものと考えている。

前述の宮城氏の著書によれば、宮沢賢治は数多くの岩本標本を採集したそうであるが、現在は実弟

の宮沢清六氏が所醸している紫波の蟹沢山の輝石安山岩の標本が僅かー箇だけ銭っている由である。

そういう点で地質学に極めて関心の深かった宮沢賢治をしのぶ標本がー箇でも更に増えた事は喜ばし

b、。
これを機会に、この標本の上述の諸点について、更に新しい知見が得られhぽ望ましいと思う。

昭和62年度行事等報告

・昭和 52年度岩手県地学教育.研究会総会は、 52年 5月28日(土〉午後 2時より岩手大学

教育学部5階会議室で開催され、議事のあと地学教育懇談会が行われた。

・講演会「ものの見方、考え方」講師 高橋喜平氏 5 2年 12月a13 (土〉教育会館におい

て開催。

・天体観望会 5 8年 1月20日 教育セ Yターにおいて実施。

.会誌 9号発行0

・会報 80号、 a1号義行0

・委員会 7回開催。
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地学ニュース(昭和52年4月~陀和 53年3月)

4月

1日 天王星の 5つの壊発見。米エーネル大学の J.ェりオット教授らは 3月 10日、インド洋上

空 1200 0 mを飛行中の観測機から天王星を観測中、 5つの環を発見。

午後 6時ごろ〈日本時間同 11時半〉ホルムズ海峡に臨むペルシャ湾岸地帯にM7の大地震0

3日 北九州市小倉北区山田、旧山田蝉薬庫跡地の地層から、日本で初めて約 1億 2千万年前の藍

藻類化石が見つかった。中生代の藍藻化石は、世界でも初めてのもの。

4日 午後 8時 22分ごろ東北地方で地震。震源は岩手県沖深さ約 40キロ。八戸、盛岡、宮古、

大船渡で震度 20

8日 第5回生命の起源国際会議において、清水幹夫東大助教授は「地球の原始大気は酸化型であ

ったJと従来の「還元型説」を捜す新説を発表。

7日 大分県日田市のアマチュア天文家桑野善之氏が射手座で新星猪見。

9日 水沢の国立緯度観測所に重力絶対測定装置が完成。

中国雲南省禄豊原石丙域石灰保掘場で 800万年前のものとみられる古代猿人の下アゴの骨

の化石発見。

1 (.日 帝関石油が「下閉伊郡梓代村普代沖約 17キロの海底下 d0 0 0 mで石油、-天然ガスを含む

集油構造層を掘り当てた」と発表。太平洋岸で石油開が確認されたの協初めて。

胆沢町若柳の「宮沢原遺跡」から縄文中期の住居跡と原形にほぼ近い石油いの炉が見つかる。

2 1日 午後 8時 54分ごろ県内で弱い地震。箆源は本県沿岸で震源の深さ約::10 kmo震度 2、盛岡

宮市。震度 1、大船渡。

2 7日 昭和 50年 4月愛媛県宇和島市宮吠山で小学生が見つけた長さ 6cm、幅 8cmの化石が日本最

古(約 70 0 0年前〉のイカの化石ベレムナイトであると鑑定されたo

5月

5日 気仙沼市住田町大股小中学伎の裏山で幅 50 m、長さ 10 0 mにわたって地すべりが起き、

断層が高い所で1. 5mほどに t~ った。

、 15日 県内で集中豪雨o 各地で5月としては空前の雨量を記録。 16日9時現在、釜石 d4 6町、

1 6日 大船渡 22 6 mm、山田 18 B町、宮古 15 9mm。

1 9日 中国山東省臨界胸県の山旺磁藻土採掘場で最近2千万年前のものとみられる鳥の化石発見。

化石は湖底の泥土のなかに保存されていたo 中国科学院宙脊椎動物・古人類研究所によると、

この鳥はキジ科に属し、発見されたのは今度が初めてである。発見場所にちなんで「山旺山

東鳥」と名付けられた。

2 2日 北九州市小倉北区山田、山田弾薬庫跡の国有地で、日本最宙の硬骨魚絹の化石の発掘調査を
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6月

していた上野輝弥日本ルーテル大学教授らは、 21日までにエシ Y科ディプロミスタス属の

完全な化石など、 6、7種類 20個を発掘した。これらの化石は関門層群脇野亜層群と呼ばれ

る1億2千万年前の中生代白亜紀前期の黄白色粘板岩の聞から出土。

5日 早池峰において、全国自然保護大会開催。 r地域住民主一体化して自然保護を考えよう」な

ど決議。

5日 栗駒山、秋田駒ヶ岳、五葉山、稲庭高原などで山欄き。

6日 久慈で 8O. C記録。宮市 29.70 c、一関 27.70C、盛岡 27.5~ C。

8日 午後 11時25分噴、東北全般に強い地震の震度昼、犠岡、大船渡。震度 8、宮台、一関。

震原は宮城県沖、深さ 40 km。

11日 岩手、青森、秋田 8県で梅雨入り。昨年より 8回避い。

岩手大学で日本農業気象学会。冷害への対策を論議。 r世界的にみれば長期的に気候が悪化
する傾向にあり、 寒冷化農業の研究をさらに充実する必要がある。」

1 2日 早池峰山山聞き。

1 4日 南硫黄島南方海域で高さ 20 0 0 m級の海底火山脅見。 r昭洋海山j と命名。頂上は海面下

5 6 4 m。富士山型。

1 6日 薮川地区など 8町村で環害。.被害 60μ。

2 2日 香川県大川郡長尾町内の和泉層群中からオウムガイ発見。中生代白亜紀末(約 70 0 0万年

前)のものとみられるo ノーチルス属の発生は、新生代第三紀の漸新世(約 5000万年前〉

としているのが一般的見方。

7月

1日 岩手山山開き。

8日 花巻 31.1
0

C、一関 30.30 C、橋岡 29.5
0

C、大船竣27.2
0

C。

1 4日 日本初の静止気象衛星「ひまわり」米国より打ち上げ。

1 8日 「ひまわり」が予定通り、静止軌?賞にのり、東経 140。の赤道上空 35800kmに静止。

2 0日 ニュージーランド沖合で遠洋トロール船が全長 10mもある動物の死体引き上げ。首長竜の

子孫か?話閣を呼ぶ。

2 1日 平年より 4日早い梅雨明け(岩手県〉。

2 3日連日 80・Cをこす。 23日、職岡 30.80 C、一関 HO.8.C、花巻 31.80 C。

2 5日 2 4日 様岡 32.3• C、一明 81.7
0

C、花巻 34.2・c。

2 5日 エュージーラ γド沖合で引き上げた勃物のヒレにあった角質俄維を分析した結果、サメのヒ

レの角質喝維とよく似ていることがわかる。園うぱさめ'か。

2 6日 午後 1時 25分ごろ東北の一部で地震。時岡震度 30m源は岩手県:中部沖深さ 90 km..， 
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8月

4日 オーロラの立体観測に成功。第 18 次南極観測越冬隊は、オ -12 ラを原因領域(磁気調尾t.l~ ) 

結果領域(オーロラ内の上部と下部〉地上(昭和基地とレイキャピク基地〉の三次元で同待

にとらえる。オーロラの物理的諸現象を解明するカギになりそうだo

も日 大阪で連続 5日間の熱帯夜。大阪測候所開設以来2番目、 8月では最も暑い朝(27.8
0

C) 

を記録。観測史上では2番目(27.9 ・Cが最高)。

5日 盛岡で連続 14日間真夏目。

6日 午後 5時(:J0分、東北地方中部で地震。震源は岩手県沖。震源の深さはも okmo震度 8 大

船渡、震度 2 盛岡、宮古o

7日 午前 9時 12分、北海道有珠山が噴火。噴煙は一時 1200 0 m上空まで達した。有珠山の

噴火は昭和 18年昭和新山誕生以来。

1 2日 有珠山が、午前8時 12分に再噴火。噴煙の高さは 15 0 0 m以上。なおこれまで出来たも

つの火口付近の外輪山の内側に大きな裂け目がも本入り、内側に陥没現象が起きていること

が解った。

1 8日 午後 10時82分、有珠山再噴火っさらに午後 11時 24分と 50分に再び噴火。噴煙が l

回目 50 0 m、 2回目 10 0 0 mに達した。また小有珠南斜面にある第 1火口の東斜面に訴

噴火口とみられる穴を発見。

1 4日 火山噴火予知連絡会有珠山総合観測班は 7日の第 1回噴火以来の噴出物の総量を明らかにし

たが、これによると、 4回の大噴火の積算で、 2億口元これは、東京の霞ヶ関ピルの約305

杯に相当する量。

1 8日 県内全域に大雨、五葉山 202皿、釜石 189mm，.一関 95回、大船渡 85回、盛岡 8d I皿。

沖縄はるか南海上の北緯 20度、東経 128度台風 7号発生。中心気圧 g9 8 mb 、中心付

近の最大風速 20 mo 

1 9日 ジャワ島東方のスンパ島付近で、午後 1時 9分、 M7.7の大地震発生。

2 0日 ポイジャー 2号が、午前 10時 25分(日本時間で午後 11時 25分〉、米国ケープカナベ

ラルから打ち上げられた。これは 4年がかりで木星とその 1(:J個の衛星のうち 5個、土星と

その 10個の衛星のうち 7個を初めて本格的探査し、さらに探査機の性能が許せば天王星を

探査するというもの。

2 2日 本州ま近で台風・8号詣生。中心気圧 990mb。中心付近の最大風速は 20 mo 

9月

2日 グアム島の約 70 0 kmの海上、北緯 8度 20分東経 143度40分で台風 9号発生。中心気

圧 990mb。中心付近の最大風速 20m。

8日 海南島の東海上北緯 18度、東経 11 2度 10分で台風 10号発生o中心気圧 992mb。中
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心最大風速20m。

5日 ポイジャー 1号が、午前8時56分(日本時間で午後 9時 56分〉米国、ケープカナベラル

から打ち上げられた。この 1号が先に打ち上げられた 2号より早く目標に到達。 79年8月

5日木星、 80年 11月 12日土星にそれぞれ最接近する予定。

8日 局地的な豪雨。蔽川 8 7皿、葛巻 63回、盛岡 47回。

1 5日 ルソ γ島の北東(北緯 19度 30分、東経12 4度〉で台風 12号発生。中心気圧 990mb 

中心付近の最大風速25m。

1 6目 玉山村薮川で初霜。これは昨年より 10日も早い。

2 5日 富士山に初冠雪。これは昨年より 8日遅〈、平年より 5日早かった。

2 '1日 花巻で降ヒョウ〈直径約 12 cm)。
ー、、

2 8日 午後 5時 45分東北地方中部で地震。震源は本県沖。震源の深さは約 40 km。震度 8 大船

渡、宮古、盛岡。震度 2 八戸、石巻。

オガリ山(大有珠南西〉が隆起を続け 39.5m隆起。逆に小有珠が 20m沈降した。

10月

2日 今年は作況指数 103の「やや良」の豊作のため冷害対策特別委員会解散に決定。

6日 有珠山の噌火はつづき、 1日平均 50 cmも略担をつづけ帥震回数 40 0回で活動依然活・発。

8日 ソ淳パグ-)斤〈のログパタン央山晴火。

1 0日 甫太平洋トンがでM7.3の地震。

1 2日 中国の山西省と前北省の培界で洪積世後期の北京人類の子孫と見られる化石が発貝された 0

26日 気象庁の海洋旬測船凌風丸(1 5 9 8トγ〉宮古港に入謀長。オホーツク海の海洋汚染や黒潮

開発の待合調賓を行う。

2 7日 石鳥谷町の佐々木一行氏(2 7歳〉積山高原に私費で天体望遠鏡設侍0

2 9日 本県沿岸のホタテ養殖、有珠山の火山灰の影響を受ける。

1 1月

1日 ] 0月の総降水静が 27 mmo局静岡気象台傍担r!閉始以来のF少記録。

2日 県企業局が訟尾村の北ノ文111を水瀬とする県営初の水限式水力持電所緯設許画を聞め調査

に乗りだした0

3日 記録附な異常高視により県手山は昨年より 22目、八幡平はお日漂い初窺雪。

6日 7月14日打ち上げになった静止気象衛思「ひまわりJはこの約 3ヶ月半、捕球の撮影不能

などトラプル続き。

?日 北大現掌部封þ.球勅理学教察、有珠山の偲精分布パターンから却~下のマグマの姿争とらえるの

に成功。抑 1km、時 O.:ikmの畏円柱。

北海道庁の京珠山晴火北海指災害対貸本部のまとめによると 10月31日現在の被害は 316
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億円。

1 1日 花巻以北に初雪。

1 5日 潮岬沖に長期間腰をすえている冷水塊の影響によ8桁伊半島熊野灘沖一帯に黒潮が異常接近。

地元沿岸漁業に被害。

1 6日 有珠山が約 8ヶ月の沈黙を破り 16日朝突然噴火o 新火口は直径 5rn。

1 ?日 県内に大雨洪水注意報。一関で 4a mm。

宮 5日 超音波を利用して雪の深さを観測する「有線ロポット積雪探計」が 12月 1日から秋田県内

1 2地点で観測を始める。

2 9日 地震予知連絡会は 28日午修、気象庁で総会を開き青梅地域は徴小地綬の発生がみられるも

ののほぼ平静状態だが「房総半島7'1'にM?6 くらいのエネルギーを秘めた地震の空白 t..~ が見

つかった」という観測データを明らかにした。

12月

4日 記録的な異状暖秋、穏やかな初冬により、各地のスキー場は雪不足。

1 8日 今冬一番の察さ。瞬間で氷点下 5.4度。

1 7日 豆台風並みの低気圧の影響で各地とも異常高温n 各地の最低気温 盛岡 5.00 c、官宙 1>.5・

C、大停滞 ?10 c、一関 8.a0 cと10月下旬並みの勝さo

2 2日 気仙郡住田町の大股小・中学校の裏山に幅 50 rn、長さ 10 0 rnにもわたって地滑りが発倖

し上部の断層は1.5rnにも湾し、県の緊急治山工事が始められた。

2 g日 今冬一需の察さ。静岡-6.8
0 C、官吉一 6.'!0 c、大船渡_5.9 0 C、一関ー 5.)・c。

2 7日 宇宙開発事繋団は 26日朝、わが国初の実験用静止衛星「さくら」が予定濁り遠腕点 85790

km、近地点 8S788km、軌道傾斜角 0.11・、周期 28時間 56分の静止衛星になったことを

確認n

8 0日 鹿児島県奄美大島と徳之島だけに住みウサギ類の原始的な動物として特別天然記念物に指定

されているアマミノクロウサギの化石が山口県秋舌台で舟見、これが化石で発見されたのは

初めてで g0万-40万年請のものとみられる。

1月

1 0日 ソ連宇宙船ソユーズ 27号が、地球周同軌道上の科学ステーション「サリュートJ6号とド

ッキング、 52年 12月]1日のソユーズ 26号と 8つの字宵船による合体は宇宙開発史上

初めてn

1 1日 冬季の勝岡地駿上空の気帯分布、現湾、夙向など壱調べるラジオゾンデをつけた小型気JRが

1 2日 打ち上げ。

1 4日 午後零時 24分ごろ関東、買海にマグニチュード 7.0の地震発生。鰐度 5、大島、横浜。

同争、東京、静岡。向 8、名古屋、甲府。向 2、長野。向 1、八丈島、酒田門
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2 2日 気仙沼地方に最大暖間風速80mという、 a8年大船渡測候所開設以来 5需目の強風。

ソ連の無人宇宙運搬船プログレス 1号がザリュート 6号とドッキ γグ。

伊豆大島近海地震の原因が東伊豆町から河津町担木を結ぶ東西方向の活断層によることがわ

かる。

2月

6目 盛岡で真冬日連続8日間を記録する。 8日間の梼岡の最高気温、 1月29日一 0.8・c、

1月a0日-8.SoC、 1月8 1 日~ 8.6・c、 2月1回一 5.6・C、 2月2日-2.9・c、

2月3日-2.4・c、 2月4日一 1.40C、 2月5日一 2.2・c。

1 5日 県内、寒波で震えあがる。各地の最1A気温、玉山村叡川一 24.5・C、川井村門馬一 28・c、

感岡市-14
0 C。

1 7日 大船滞でー 11.8・Cを記録。測候所開設以来最低。この寒さで大船渡湾の一部で結氷0

2 1日 金華山神でM6.8の強露。各地の震度大船渡5、薦問、仙台、宮古40

県内各地で、惇崩れ、指路、家唐.の破損、停電等の被害。津波はなし。

3月

1日 台風主主みに発帯した肝気圧(964 mb )が涌摘し、県内全域で突風が吹き荒れ、各地で、強

風雪の被害容生。東北高司車道院も全面濁行止め。

1 5日 水沢国立緯度観額"所に、人工衛星から発せられる電波をキャッチして、結連動の変化を観測

する日本では初めての装置が潜入される。 この装静は米国製の「人工衛星ドップラー追跡

装腎J0 これまで天体観測に頼っていた極点観測が、いかなる天候下でも司能となった。

2 2日 2 5日 北海道東方沖を震源とする地震が頻発。 22日はM7.2、 25日にはM7.7と推定

される。県内には津波注意報出るが被害なしo

2 4日-25日 3年 4ヶ月ぶりに皆既月食。県内各地で観測される。

2 6日 長野県野尻湖で 14 0 0人が参加し。て、発掘調査始まり、ほぽ完全に近いナウマ γ象の頭骨

なEを需見する。

昭和62年度決算報告

(収入〕繰越金

会費

会誌代

広告料

計

2405，2400円

78，100 
2，900 
20，000 

a 40 1，2400円

(支出〕会誌 9号印刷代

通信費

総会費

講師謝礼

払込料

100，000円
28，205 
8，095 

9，000 

690 

計 1400，1}90円

昭和58年度への繰越金 200，250円
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江刺市藤里の地震陥没について

岩手大学工学部多 国 元 彦

今年 6月12日午後、私は、学生 2人と滝沢村分れ附近で、岩手山火山灰の土質試験用の試科を採取

していました。試科箱に納まるくらいに整形し終えた頃、わずかに地震を感じました。学生達に地震

だなあと言うと、本当ですかと 2人共きょとんとした顔をしていました。今にでかいやつがくるぞ、

と言って作業を続けさせました。まもなく、冗談が本当になったのですo 皆さんも御存知の宮城県沖

地震です。どうなるかなと思っているうちに、ほっとしたところで、時計を見ると 5時17分を指して

いました。結構大きな地震だなあと思いながら、山崩れは、崖崩れは、健物の被害は、と頭の中をあ

れこれと思い巡ぐらせている中に、江刺市の地震に弱い円形庁舎の事、前々から聞いていた藤里の陥

没地についても思いが及ぴました。その後、陥没についての報道がなかったので、何んとか持ち抱え

たかなと思っていましたところ、 6月21日付の岩手日報紙上で地震陥没がやっと報道され、やっぱヲ

と思いました。すぐに行って見ようと思いましたが、雑用で時間がとれず、暫くしてから行ってみま

した。

新聞報道によると陥没被災地は、約50μとの事でしたが、私が見て回ったのは、その一部と恩われ

る柏木沢附近と外ノ沢附近でしたo これらの陥没を形態的にまとめると、割れ目陥没、揺り鉢型陥没

縦穴型陥没に分けられますo これらの陥没の発生場所は、おおむね、地表地盤が比較的聞い道路では

割れ目陥没、次いで聞い回の畔では縦穴型陥没、軟らかい地盤の水田では揺り鉢型陥没がみられまし

たo これらの陥没メカユズムについては、はっきりしたものは掴みかねましたが、いずれも、陥疫の

1i..?tlに方向性が認められた事、即ち、写真.4の割れ目陥没の延長方向に、聞の畔に割れ目陥没、水!日

に揺り鉢陥没と噴泥の跡がみられた事、写3・・ 6の2つの主主り鉢型陥没を結んだ線が道路と交差すると

ころに同じ方向の割れ目が見られた事などから、 テンション・クラックに関係して

発生し、錆生場所の違いによって、いろいろの型の陥没が発生したものと考えられますo特に、縦穴

型陥没と掘り鉢塑陥没は、はっきりと発牛場所の違いによるものと考えられ、水田で縦穴型陥没が生

ずると、泥水化した泥が首ごと縫穴f:-流れ込み、全体として宿り鉢状になったものと考えられますo

地元の農婦の話では「地商に水がごわごわと荷れ込んだのす。」という事からも判ると思います。ま

た、その人の話に、 「聞の中でぽれぼれと泥水が湧き出たのすoJという事もありましたので、噴泥

も発生した事は明らかで、シキソトロビー(揺変性)現象も大きくかかわっていたものと考えられま

す。

このF市役被災地附近の地質は、新第三系鮮新統の金沢周、真椅周が分布しています。陥没の起った

地域は、昭和88年頃まで亜炭を採摘していた所で、稼行期に亜炭磁を見学した事はなかったので、洋

調Fは半I!り主せんが、多併l主精障の亜炭を採抑していたのでしょう。
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亜炭醸の閉山前後頃から、なだらかな丘陵地の関田が盛んに行なわれるようになり、今では一部の

丘陵地を残して水田になっております。

この水田地域において、昭和40年頃から、毎年田植えが終った頃に、水田の所々に陥没の被害が出

始めたと言われていますo一方、林地のままに残された丘陵地には陥没は起っていないと言われてい

ます。このように亜炭採掘後地でも、林地では陥没せず、水団地域では陥没が発生するという事から、

水田地域では、潜水される事によって、水が地種に浸透し、陥没しやすい状態になり、林地では、余

分な水は流出されてしまい、樹根の地盤保持作用などで陥没が発生し難いものと考えられます。この

ように面炭採掘常道による地盤の空洞化、開田による地盤の脆弱化が原因と考えられ、今回はさらに

地震によ忌地盤破壊とシキットロビー現象などが相乗されて、陥没などの被害が多発したものと考えられまする

これからの対策としては、経済的な事など、地盤以外の事を度外視すれば、水田を畑地に改善し、

陥没多発地域には植林をして林地に回健すれば陥没は防げると考えられます。

[写真説明]

1 典型的縦穴型陥没 柏木沢

2. 揺り鉢型陥没〈縦穴型陥没に近い) 相木沢

3. 揺り鉢型陥没 柏木沢

4. 道路における割れ目陥没 柏木沢

5. 指り鉢型陥没(左〉と噴泥(右)

向いの林地内には陥没はないと言われている。 柏木沢

& 指り鉢型陥没(矢印〉 外ノ沢

昭和53年度予算

〈収入〕繰 越 金 200，250円

会 費 60，000 
dZ玄!>. 誌 代 5，000 

広 必ロュ 料 20，000 
料 285，250円
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(支出〕会誌10号印刷代

調 信 費

総 会 費

事 務 費

巡 検 費

謝 礼

120，000円

30，000 

10，000 

10，000 

15，000 

10，000 

地学教育懇談会 10，000 
払込料 700 

予備費 79，550
.計 285，250円
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紫波郡赤沢付近のキ習曲構造幸男

安代町立田山小学校 藤 原 郁 夫

摺曲は、その形熊や形成のメカニズムについても多く研究されているし、地質図などにも多数記載

されている。しかしすぐに実習に償える様な樗頭は比較的少ない。今回紹介する露頭は、指路沿いに

あり交通の便も良い所なのでとりあげて見た。

場所は、遠野街道沿いの紫波郡赤沢付近で、露頭の前には岩手県交通のバス停(石野沢)がある。

この露頭には 2つの背斜構i告と 1つの向斜構造が見られる。 CFi g 1 ) 露頭面は南側に面している。

東側から背斜構造CA)、向斜横高(B )、背斜構舟(c )が連続して発達している。岩質は泥質岩

で二畳系に属する。それぞれの稽曲構造は、

A:両翼の走向傾斜は、 N20 - 30 Ow、 700 Eと、 N10 OW.、 650W、 宿曲軸面の走向傾斜は、

N 15 Ow、900 

B :両翼の走向傾斜は、 N200W、 60・WとN15 Ow、 700E、摺曲軸面の走向傾斜は、 NS-N

10・w、800E 

C :両翼の走向傾斜は、 N20 Ow、 70・EとN15 "w.. 80・w、槽曲軸面の走向傾斜はN200W 

80
0 E 

また、 ABC8宿曲の形態は、両翼の層の 2等分商が一致しない、いわゆる「軸面非対称宿曲Jであ

る。またこれら槽曲には、摺曲軸商と平行な軸商場開が多数発達している。翼の一部には引きずりに

よるドラック摺曲(引きずり摺曲〉も見られる。注意して見ると Aの背斜構造と Bの向斜構造の聞に

は断層が生じている。走向傾斜は、 NS、おoOWを示している。

露顕の前は比較的広いので生徒をつれての実習にも不便を感じないはずである。スケッチや、走向

傾斜の測索、軸面努聞や.槽曲軸商などの観容など、色々できると思う。

一“で
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地震被害写真

写真はすべて 19 7 8年2月20日に発生した歌津沖地震(1 8時87分 M=6.8)による

もので、両地震は大船渡市で震度Vの強震を記録し、県南部とくに一ノ関市を中心に多くの被害を

もたらした。

1 土蔵壁の崩落と亀裂

土蔵壁に亀裂を生じ、化駐壁のほとんどが崩れおちている(一ノ関市披内〉

2. 橋へのとりつけ道路の決壊

東西圧縮により盛土で作られた道路が橋に方向に押された hめ、石組みで作られた道路の側壁

が橋脚上におし上げられ、同時に道路に E-W方向の無数の亀裂を生じて、道路が決壊した。

(一ノ関市柵ノ・瀬、柵〆瀬橋北上川左岸部〉

三道路の破損

山目~柵ノ瀬に至る道路に生じた亀裂(ほ ~NW-SE方向〉

4. 墓石の同転-

墓石台石上の基柱がほ笠岡方向に回転している。

この地点における台石(不動)と墓柱の一辺の走向を測定することより得られた回転角度は次の通

りである。

台石 墓柱 回転角度

a、 Nf:i5・w N 42.W 28 0 

b、 N65
0

W N 56
0 

W 9
0 

c、 N 68
0

W N 64・w 4。

d、 N 67.W N 54・w 18
0 

地震時に墓石が転倒した場合、その方向の測定は質要で、文墓柱の底面積と高さから地震時に

おけるその地点の大よその加凍度が得られるので、その様な現象をみつけたら是非測定してお

きな句ものである。 (一ノ関市高崎町願成寺〉

(大上和良記〉
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1 978年10月2日 部分日食(1 6時27分18秒より〉

1 1主時27分 32秒 2. 同 2 8分 19秒 3. 同 2 9分 58秒

4. 同 3 9分52秒 5. 同 5 0分o6秒 & 1 6時o0分o3秒

Z 同 1 0分o3秒 8. 同 2 0分 27秒 呪 同 2 40分 25秒

1 O. 同 (1 0分 18秒 1 1. 同 (. 0分 10秒 1 2. 同 5 1分 400秒

=コ:.t8 c田 =コマート FT2 直焦点撮影 フィルタ -(.D+Y52

フィルム ネオパγsS ( A. S A 1 0 0 ) 

撮影:庄司 記録:石川田村(岩手大学にて〉

昭和63年度役員

会 長 橘 行

副会長 高橋維一郎

委 員 井上雅夫 大上和良 片田正人 川上雄可
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菊地喜雄 佐藤二郎 佐藤利美 鈴木正人

多国元彦 田中吉兵衛 桝田 博 横沢
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|光学繊械
|岩本式岩石切断研磨機
l鉱物岩石榎本一般
野外採集用器具
各種鉱物切断研麿
理化学機器一般

必!AZE岩本鉱産物商会
J "'DK.Y。、 白山

M東京 (379)3466-8 
東京都渋谷区代々木 1丁目26番 1号
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地学研究用切断機&研磨機

⑧努"'11-.. 
〒113東京都文京区湯島 1-1 -10 (かくたピル)
Tel東京 (03)251ー0727(代表)

OL YMPUS MICROSCOPES 
・偏光顕微鏡(BH A-P， P 0 S) 
・ノマルスキー微分干渉顕微鏡(N1 C) 

・ネオパーク顕微鏡(BH A-N E) 

オリンパス顕微鏡
岩手県サービスステーション

干 020 盛岡市盛岡駅前通9番5号

認佐川屋器械庖
T E L (0196) 22 -4365 51 -0396 

70年の伝統が生み出す・..... 

東 書の教
小学校用新編新しい理科
中学校用新編新しい科学

(精遺物理I・精選化学I
物理 1.n化学 1. n 
生物1.n地学1.n 

東京書籍株式会社東北支社
仙台市中央1丁目 2-3 第一ビル
T E L 0222-25-8458-9 

室田科

高等学校用

/ 岩手県代理唐 ¥ 

占 きL・はかり・ます気象計器製図附 ' 
...&... 各 積試験機 測量機械カシオ計算機墓
杏 リコー感光紙 リコピー被写機完

学 学

長 緊いさごだ商底 i
lit 式
会 会

苧 盛岡市中ノ橋通1丁目 1番23号 守
l Tet創'&3148振替口座盛岡 822番 I 
、 側マルイ J 



代理屈

「ニ戸の地学」

スライドからムービーまで

カメラから顕微鏡まで

すべての撮影分野で

ご満足のいただける材料を

お届けいたします。

田口写真機庖
盛岡市本町通1-7-

(6)3225 (3陥363

日本光学工業側.. ..・H ・.N1 K 0 N偏光顕微鏡
鮒マルト-...・M ・..試料作製機器
日精側….. . .・ M ・-地質地形標本

備岩本鉱産物商会・・・・・・各種鉱物切断研磨

顎成瀬器械
盛岡市上田一丁目14番(一高前)T E L (24)5936間

ニ戸、一戸地域の地質
理化学機縁・技術科用品・視聴覚教材・事務機器

③翠111Idli1l "'8 
盛岡唐盛岡市高松1丁目13番17号(理科部)

地学指導資料、遠足、

日曜ハイキングコースに

※三陸近海底質図4枚組

※海底地図USA、太平洋、
インド洋、南極、北極外

TEL代表62-1055 市外局番(0196)
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宮古唐宮古市本町 1番41号(書籍部)
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